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今
年
１０
月
８
日
か
ら
亀
尾

市
と
慶
尚
北
道
一
円
で
開
か

れ
る
予
定
だ
っ
た
第
１
０
１

回
全
国
体
育
大
会
（
国
体
）

が
来
年
に
延
期
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
３
日
、
文
化
体

育
観
光
部
ス
マ
ー
ト
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
で
朴
良
雨
文
化
体

育
観
光
部
長
官
の
主
宰
で
開

か
れ
た
２
０
２
４
年
ま
で
の

開
催
自
治
体
代
表
者
会
議
で

「
国
体
開
催
５
市
・
道
間
の

大
会
順
延
に
合
意
」
す
る
覚

書
を
締
結
し
た
。

こ
の
覚
書
を
基
に
、
大
韓

体
育
会
は
理
事
会
の
議
決
と

防
疫
当
局
の
協
議
を
経
て
、

近
く
公
式
発
表
す
る
。

慶
北
大
会
が
来
年
に
延
期

さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
以

降
の
開
催
は
蔚
山（
２２
年
）、

全
羅
南
道
（
２３
年
）
、
慶
尚

南
道
（
２４
年
）
、
釜
山
（
２５

年
）
の
順
と
な
る
。

韓
国
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
が
一
時
は
収

ま
っ
た
が
、
「
解
除
後
」
に

首
都
圏
を
中
心
に
感
染
が
続

い
て
い
る
上
、
秋
以
降
に
第

２
派
拡
大
へ
の
警
戒
が
続
い

て
い
る
。

李
知
事
は
先
月
１０
日
、
丁

世
均
首
相
の
主
宰
で
開
か
れ

た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

・
中
央
災
難
安
全
対
策
本
部
」

の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
、「
１

年
ず
つ
延
期
し
て
ほ
し
い
」

と
建
議
し
、
あ
わ
せ
て
文
化

体
育
部
や
大
韓
体
育
会
な
ど

と
の
実
務
会
議
を
通
じ
て
、

今
年
は
国
体
を
開
催
し
な
い

意
思
を
伝
え
て
い
た
。
李
知

事
は
先
月
２５
日
、
次
期
開
催

都
市
で
あ
る
蔚
山
を
訪
れ
宋

哲
鎬
市
長
に
協
力
を
要
請

し
、
宋
市
長
も
こ
れ
を
受
け

入
れ
た
と
い
う
。

ま
た
、
今
年
ソ
ウ
ル
と
全

羅
北
道
で
開
か
れ
る
少
年
国

体
と
生
活
体
育
大
祝
典
は
、

延
期
で
は
な
く
中
止
と
な

る
。
こ
の
た
め
、
来
年
の
開

催
地
な
ど
は
今
後
議
論
さ
れ

る
見
通
し
だ
。

一
方
、
慶
尚
北
道
は
総
予

算
１
４
９
５
億
�
の
う
ち
、

す
で
に
国
費
を
含
め
て
１
２

９
０
億
�
を
投
入
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
大
会
の
取
り
消

し
は
難
し
い
と
い
う
立
場

だ
。韓

国
国
体
は
過
去
１
０
０

回
の
大
会
で
延
期
さ
れ
た
事

例
は
な
く
、
中
止
は
日
中
戦

争
期
の
１
９
３
８
～
４４
年
、

韓
国
戦
争
勃
発
の
１
９
５
０

年
で
、
こ
の
７０
年
間
、
一
度

も
取
り
消
さ
れ
た
こ
と
が
な

い
。

来年以降の開催予定地である蔚山市、全羅南道、慶
尚南道、釜山市関係者が覚書に署名した

そろいのポロシャツ姿で家庭訪問する活動者

【
京
都
】
民
団
京
都
・
南
支
部
（
黄
正
安
支
団
長
）

で
は
４
、
５
の
両
日
、
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
ろ
う
！

家
庭
訪
問
運
動
」
を
実
施
し
た
。
同
支
部
の
民
団
と
婦

人
会
の
役
員
に
京
都
本
部
の
金
政
弘
団
長
を
は
じ
め
、

中
央
本
部
か
ら
も
加
勢
し
て
総
勢
３３
人
で
１
４
３
世
帯

を
訪
問
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
も
あ
り
、

多
く
の
同
胞
が
在
宅
し
て
い
た
こ
と
で
１
１
６
世
帯
と

の
面
談
が
実
現
す
る
成
果
を
挙
げ
た
。

好
評
！
マ
ス
ク
配
布

今
回
の
訪
問
は
、
団
員
の

近
況
や
世
帯
情
報
の
把
握
は

も
ち
ろ
ん
、
民
団
に
対
す
る

意
見
や
要
望
を
支
部
の
活
動

に
反
映
さ
せ
、
団
員
の
信
頼

向
上
に
繋
げ
る
意
図
が
あ
っ

た
。
合
わ
せ
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で
３
月

以
降
、
ほ
と
ん
ど
の
行
事
が

ス
ト
ッ
プ
し
た
こ
と
も
あ

り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
影

響
を
受
け
た
団
員
被
害
状
況

の
把
握
や
給
付
金
や
融
資
制

度
な
ど
の
情
報
提
供
も
行

い
、慰
労
と
激
励
に
努
め
た
。

各
家
庭
に
は
マ
ス
ク
な
ど
も

配
布
し
た
。

ま
た
、
今
年
春
に
隣
接
し

て
い
た
洛
東
支
部
を
南
支
部

が
統
合
し
た
こ
と
も
あ
り
、

団
員
へ
の
説
明
に
も
努
め

た
。今

回
の
団
員
宅
訪
問
に
は

旧
洛
東
支
部
の
前
支
団
長
ら

も
参
加
し
、
支
部
の
基
本
活

動
と
し
て
積
極
的
に
臨
ん

だ
。家

庭
訪
問
前
の
活
動
者
に

よ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
黄
支

団
長
は
「
今
回
の
家
庭
訪
問

を
一
過
性
の
集
中
活
動
に
せ

ず
、
継
続
的
活
動
と
し
、
今

後
の
支
部
活
性
化
に
繋
げ
て

い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
も

団
員
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
立

場
だ
と
の
当
事
者
意
識
を
し

っ
か
り
持
っ
て
取
り
組
ん
で

い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

金
団
長
も
「
南
支
部
の
役

員
の
ほ
ぼ
全
員
が
参
加
す
る

と
い
う
団
結
力
が
頼
も
し

い
。
南
支
部
が
京
都
民
団
を

先
導
す
る
支
部
に
な
る
だ
ろ

う
」
と
期
待
を
込
め
た
。

旧
洛
東
支
部
の
支
団
長
だ

っ
た
、
金
�
彬
氏
も
「
こ
れ

か
ら
は
南
支
部
の
一
兵
卒
と

し
て
支
部
発
展
に
臨
ん
で
い

く
。
今
日
は
そ
の
出
発
点
に

し
た
い
」
と
意
気
込
み
を
見

せ
た
。

中
央
本
部
の
李
清
鍵
組
織

局
長
は「
今
、民
団
に
と
っ
て

重
要
な
の
は
組
織
と
団
員
が

つ
な
が
る
こ
と
だ
。
基
本
に

立
ち
返
り
、
団
員
の
家
庭
を

地
道
に
訪
れ
、
顔
を
合
わ
せ

る
こ
と
が
大
切
」と
述
べ
た
。

民
団
の
ロ
ゴ
が
入
っ
た
ポ

ロ
シ
ャ
ツ
を
着
た
活
動
者
は

一
組
３
～
４
人
で
９
チ
ー
ム

に
分
か
れ
１
４
３
軒
を
訪
問

し
た
。
各
家
庭
に
は
「
コ
ロ

ナ
に
負
け
る
な
！
み
ん
な
で

頑
張
ろ
う
！
」
と
書
か
れ
た

チ
ラ
シ
を
袋
に
入
れ
た
マ
ス

ク
５
枚
や
メ
ッ
シ
ュ
ポ
ー

チ
、
民
団
の
本
部
と
支
部
の

広
報
物
な
ど
の
グ
ッ
ズ
を
配

布
し
た
。
マ
ス
ク
を
受
け
取

っ
た
団
員
か
ら
は
「
以
前
に

も
支
部
か
ら
届
け
ら
れ
有
り

が
た
か
っ
た
が
、
直
接
訪
れ

て
渡
さ
れ
、
う
れ
し
い
限
り

で
す
」
と
好
評
だ
っ
た
。

活
動
を
終
え
た
後
の
報
告

会
で
は
、
「
自
分
が
描
い
て

い
た
イ
メ
ー
ジ
と
は
逆
に
、

ほ
と
ん
ど
の
世
帯
で
訪
問
を

歓
迎
し
て
く
れ
た
。
廻
っ
て

良
か
っ
た
と
思
う
」、「
初
対

面
の
同
胞
も
い
た
が
、
じ
っ

く
り
話
が
で
き
な
か
っ
た
の

が
残
念
。
団
員
と
の
信
頼
を

築
く
た
め
に
も
継
続
し
て
家

庭
訪
問
を
し
た
い
」
と
意
欲

を
見
せ
て
い
た
。

ま
た
、
民
団
新
聞
で
家
庭

訪
問
の
記
事
を
よ
く
目
に
し

て
い
た
と
い
う
団
員
か
ら
は

「
や
っ
と
ウ
チ
に
も
来
て
く

れ
た
か
。
ど
う
ぞ
中
へ
」
と

歓
待
さ
れ
た
と
い
う
。

訪
問
対
象
に
は
飲
食
店
な

ど
個
人
で
営
む
団
員
も
多
い

が
、
今
回
の
家
庭
訪
問
は
コ

ロ
ナ
禍
の
打
撃
に
つ
い
て
の

把
握
も
併
行
し
た
。
多
く
は

４
、
５
月
は
休
業
に
追
い
込

ま
れ
た
が
、
先
月
か
ら
少
し

ず
つ
売
り
上
げ
が
回
復
し
、

合
わ
せ
て
国
か
ら
の
給
付
金

な
ど
で
何
と
か
切
り
盛
り
し

て
い
る
と
い
う
。

黄
支
団
長
は
「
ほ
と
ん
ど

の
世
帯
は
好
意
的
に
接
し
て

く
れ
た
が
、
そ
の
子
弟
た
ち

の
顔
が
見
え
な
か
っ
た
。
次

世
代
た
ち
と
い
か
に
繋
が
り

を
広
げ
る
か
が
課
題
」
と
述

べ
、
金
団
長
も
「
次
世
代
育

成
が
民
団
の
共
通
課
題
。
原

点
に
立
ち
返
り
、
同
胞
一
人

ひ
と
り
と
の
絆
づ
く
り
の
先

頭
に
立
つ
の
が
支
部
だ
」
と

し
、
９
月
の
左
京
支
部
を
は

じ
め
各
支
部
で
順
次
、
集
中

家
庭
訪
問
活
動
を
展
開
し
て

い
く
意
向
を
示
し
た
。

韓
半
島
全
域
で
２
０
０
万

人
以
上
の
民
衆
が
「
大
韓
独

立
万
歳
」
を
叫
び
、
日
本
の

植
民
地
統
治
に
反
対
し
た

「
己
未
３
・
１
独
立
宣
言
」

が
宣
布
さ
れ
た
「
３
・
１
独

立
運
動
」
の
１
０
１
周
年
中

央
記
念
式
典
が
４
カ
月
遅
れ

と
な
る
１
日
、
韓
国
中
央
会

館
で
開
か
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
た
め
、
延
期
し
て

い
た
同
式
典
は
、
防
疫
対
策

を
講
じ
、
民
団
中
央
、
東
京

本
部
、
中
央
傘
下
団
体
の
役

員
、
公
館
な
ど
５０
人
程
度
に

縮
小
し
て
開
催
。
当
日
、
参

加
者
は
マ
ス
ク
着
用
と
手
指

の
消
毒
を
義
務
続
け
て
着

席
。
座
席
の
間
隔
も
大
き
く

広
げ
た
。

東
京
本
部
の
李
壽
源
団
長

は
開
会
辞
で
「
コ
ロ
ナ
の
関

係
で
本
日
、
よ
う
や
く
執
り

行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
雨
降

っ
て
地
固
ま
る
よ
う
に
、
３

・
１
運
動
の
精
神
を
受
け
継

ぎ
、
民
団
が
一
つ
に
な
っ
て

莫
大
な
力
を
持
つ
組
織
に
跳

躍
し
よ
う
」と
呼
び
か
け
た
。

呉
永
錫
議
長
が
「
己
未
独

立
宣
言
書
」を
朗
読
し
た
後
、

中
央
本
部
の
呂
健
二
団
長
は

「
韓
日
関
係
は
コ
ロ
ナ
禍
も

重
な
り
、厳
し
い
状
況
だ
が
、

３
・
１
精
神
を
振
り
返
り
、

韓
日
友
好
親
善
の
火
種
を
民

団
を
中
心
に
民
間
交
流
か
ら

掘
り
起
こ
そ
う
」と
訴
え
た
。

式
後
、
全
員
で
医
療
従
事

者
へ
の
感
謝
の
意
を
込
め
た

「
ト
ッ
プ
ネ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し

た
。

民
団
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
関
係
で
地
方
委
員

会
・
大
会
・
総
会
や
支
部
大

会
・
総
会
が
書
面
決
議
に
よ

る
特
例
措
置
を
実
施
し
て
い

る
が
、
５
月
２９
日
に
予
定
し

て
い
た
日
韓
親
善
協
会
中
央

会
も
こ
の
ほ
ど
、
書
面
決
議

で
の
年
次
総
会
に
代
え
た
。

承
認
さ
れ
た
議
案
書
に
よ

る
と
、
２
０
１
９
年
度
業
務

報
告
で
は
、
韓
日
関
係
の
悪

化
で
各
地
の
民
間
交
流
が
中

止
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
中

で
も
、
７
月
に
実
施
し
た
３２

回
目
の
青
少
年
交
流
訪
日
団

で
は
２０
人
の
高
校
・
大
学
生

を
受
け
入
れ
、
日
本
の
学
生

ら
と
交
流
し
た
こ
と
が
強
調

さ
れ
た
。
参
加
者
の
感
想
文

で
は
「
両
国
の
懸
け
橋
に
な

り
た
い
」
と
の
意
思
が
多
く

示
さ
れ
、
大
き
な
成
果
が
得

ら
れ
、
今
後
も
持
続
性
を
持

た
せ
た
交
流
事
業
を
目
指
す

こ
と
を
ま
と
め
た
。

新
年
度
の
事
業
計
画
で

は
、
７
月
２６
日
か
ら
予
定
し

て
い
る
青
少
年
交
流
訪
韓
団

の
派
遣
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
収
束
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
対
応
す
る
が
、
事
実

上
、
今
年
は
見
送
る
こ
と
に

な
り
そ
う
だ
。

ま
た
、
上
半
期
の
活
動
は

か
な
り
制
限
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
９
月
以
降
の
行
事
に

集
中
す
る
と
と
も
に
、
年
次

総
会
の
代
わ
り
に
後
援
会
と

実
務
者
会
議
お
よ
び
忘
年
の

夕
べ
を
１１
月
３０
日
に
開
催

し
、
交
流
事
業
を
推
進
す
る

予
定
だ
。

ま
た
、
同
会
個
人
会
員
の

白
眞
勲
参
議
院
議
員
を
新
規

理
事
と
し
て
補
選
し
た
。

ヘイトに刑事罰の条例完全施行
ヘイトスピーチには刑事罰を持って対処する

として川崎市の「反差別条例」が１日から完全
施行された。 （３面）

「愛の不時着」魅力の神髄は
爆発的な人気となった韓国ドラマ「愛の不時

着」で日本では新たな韓流ファンが急増してい
る。「恋愛ドラマにハマる
日が来るなんて思わなかっ
た」と自負していたライタ
ー・翻訳家の桑原優香さん
がその魅力を寄せた。

（４面）

参加者を縮小し、座席間隔を大きく広げて開かれた
「３・１独立運動」中央記念式典

在
外
同
胞
財
団
（
韓
佑
成

理
事
長
）
で
は
６
月
３０
日
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
世
界
韓

人
会
長
大
会
・
運
営
委
員
会

を
開
催
し
、
今
年
９
月
に
ソ

ウ
ル
で
予
定
し
て
い
た
２
０

２
０
世
界
韓
人
会
長
大
会
の

開
催
有
無
と
開
催
方
式
な
ど

に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
っ

た
。同

日
午
前
１０
時
（
日
本
時

間
）
か
ら
始
ま
っ
た
会
議
に

は
東
京
、
大
阪
を
は
じ
め
中

国
、
イ
ン
ド
、
オ
マ
ー
ン
、

豪
州
、
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
ブ

ラ
ジ
ル
、
ウ
ル
グ
ア
イ
、
ス

ペ
イ
ン
な
ど
１５
人
が
参
加
し

た
。進

行
を
務
め
た
韓
理
事
長

は
ま
ず
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
関
係
で

１４
日
間
の
隔
離
が
続
い
た
場

合
、
大
会
開
催
は
困
難
だ
」

と
し
な
が
ら
、
「
８
月
末
ま

で
状
況
を
見
な
が
ら
、
判
断

す
る
必
要
が
あ
る
。
皆
さ
ん

の
意
見
を
伺
い
た
い
」と
し
、

１２
月
へ
の
延
期
ま
た
は
中
止

を
提
案
し
た
。

こ
れ
に
対
し
各
委
員
の
８

人
は
延
期
、
６
人
が
中
止
に

同
意
し
た
。
中
止
に
同
意
し

た
委
員
の
多
く
は
「
遠
距
離

交
通
移
動
に
よ
る
感
染
リ
ス

ク
」
を
述
べ
て
い
た
。

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
開
催
案
も
出
さ
れ
た
が
、

約
４
０
０
人
と
い
う
参
加
規

模
で
は
実
質
上
、
不
可
能
と

の
反
応
が
示
さ
れ
た
。

財
団
で
は
こ
の
日
の
会
議

内
容
を
ま
と
め
、
各
委
員
に

書
面
を
送
り
、
開
催
の
延
期

・
中
止
の
可
決
を
決
議
す
る

こ
と
に
し
た
。

そ
の
他
、
各
国
か
ら
の
意

見
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
、

各
国
同
胞
へ
の
支
援
策
に
つ

い
て
も
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
。

Ｑ

私
の
父
は
在
日
韓
国
人
で

母
は
日
本
人
で
す
。
父
と
母

は
内
縁
関
係
で
、
日
本
で
も

韓
国
で
も
婚
姻
の
届
け
出
が

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
父
は
、

私
が
幼
い
こ
ろ
に
若
く
し
て

亡
く
な
っ
て
お
り
、
父
の
相

続
人
を
調
べ
よ
う
が
あ
り
ま

せ
ん
。

現
在
、
母
は
私
の
実
家
に

住
ん
で
い
ま
す
。
実
家
の
土

地
・
建
物
は
父
名
義
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
長
年
、
母
が

固
定
資
産
税
を
納
め
て
き
ま

し
た
。

母
も
高
齢
で
す
の
で
、
元

気
な
う
ち
に
、
実
家
の
名
義

を
母
に
変
更
し
て
お
き
た
い

の
で
す
が
、
ど
う
す
れ
ば
よ

い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ

◆
時
効
に
よ
る
取
得

お
母
様
は
、
お
父

様
と
内
縁
関
係
で
あ

る
た
め
、
お
父
様
の

相
続
人
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
た
め
、

お
母
様
が
実
家
の
所

有
権
を
お
父
様
か
ら

相
続
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
お
父
様

が
亡
く
な
っ
て
か
ら

お
母
様
は
、
長
年
に

亘
り
、
固
定
資
産
税

を
納
め
、
実
家
に
居

住
し
て
生
活
を
し
て

き
た
の
で
す
か
ら
、

実
家
の
所
有
権
を

「
時
効
」
に
よ
り
取

得
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。お

母
様
は
２０
年
間
、
所
有

の
意
思
を
も
っ
て
、
平
穏
か

つ
公
然
と
実
家
を
占
有
し
た

の
で
あ
れ
ば
、
実
家
の
所
有

権
を
時
効
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

実
家
が
他
人
で
あ
る
お
父

様
の
名
義
で
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
、
お
母
様
が
知
っ
て
い

た
と
し
て
も
、
時
効
取
得
は

妨
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。

◆
相
続
財
産
管
理
人

で
は
、
お
母
様
は

誰
を
相
手
に
し
、
実

家
の
時
効
取
得
を
主

張
し
て
、
名
義
変
更

を
求
め
れ
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。

お
父
様
が
亡
く
な

っ
て
い
て
も
、
そ
の

相
続
人
を
相
手
に
し

て
時
効
取
得
を
主
張

す
る
こ
と
は
法
的
に

は
可
能
で
す
。

た
だ
、
相
続
人
が

存
在
す
る
の
か
否
か

も
含
め
て
、
相
続
人

を
調
べ
る
こ
と
は
非

常
に
難
し
い
こ
と
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。
そ

こ
で
、
家
庭
裁
判
所

に
申
し
立
て
て
、
お

父
様
名
義
の
実
家
（
相
続
財

産
）
に
つ
い
て
、
時
効
取
得

に
よ
る
名
義
変
更
の
必
要
性

を
主
張
し
、
お
父
様
の
「
相

続
財
産
管
理
人
」
の
選
任
を

求
め
ま
す
。

こ
の「
相
続
財
産
管
理
人
」

は
、
相
続
人
が
存
在
す
る
こ

と
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
に

選
任
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
も
そ

も
相
続
人
が
存
在
す
る
か
否

か
が
不
明
な
場
合
に
も
、「
相

続
財
産
管
理
人
」
の
選
任
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

家
庭
裁
判
所
か
ら
選
任
さ

れ
た
「
相
続
財
産
管
理
人
」

は
、
お
父
様
に
代
わ
っ
て
実

家
の
所
有
権
を
管
理
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

「
相
続
財
産
管
理
人
」は
、

公
告
等
、
必
要
な
手
続
を
経

て
、
実
家
の
所
有
権
の
処
分

に
つ
い
て
裁
判
所
の
許
可
を

得
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

す
。「

相
続
財
産
管
理
人
」
に

対
し
、
家
庭
裁
判
所
の
許
可

を
得
る
よ
う
に
働
き
か
け
、

許
可
を
得
た
「
相
続
財
産
管

理
人
」
か
ら
、
実
家
の
名
義

変
更
に
必
要
な
書
類
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
お

父
様
か
ら
お
母
様
へ
の
名
義

変
更
を
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

崔
宗
樹（
東
京
弁
護
士

会
所
属
弁
護
士

）

在 日 同 胞 法 律 相 談

Ｑ＆Ａ �７�

相相

続続

人人

がが

不不
明明
なな
財財
産産

所有権を「時効」により取得

国国
体体

１１
年年
ずず
つつ
順順
延延

開
催
自
治
体
が
覚
書
に
署
名

年
末
に
交
流
の
集
い

日
韓
協
総
会
も
書
面
決
議
で

ココココココココココココココココココココココココココココココココココココロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナにににににににににににににににににににににににににににににににににににに負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるなななななななななななななななななななななななななななななななななななな������������������

給
付
金
・
融
資
の
情
報
提
供
も

京
都
・
南
支
部
が
家
庭
訪
問

�
３
・
１
独
立
宣
言
�４
カ
月
遅
れ
で

中
央
式
典

規
模
縮
小
し
て
開
催

韓
人
会
長
大
会
の
延
期
・
中
止

書
面
決
議
で
決
定
へ

在外同胞財団
オンライン会議

（毎週水曜日発行）週 刊２０２０年７月８日（水曜日）民 団 新 聞（１９６５年８月７日第三種郵便物認可第２７号・東鉄局特別扱承認新聞第１１号。定価月額５００円。但し団員は団費に含む）第２９６１号（１）

今号の読みどころ
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◆起亜自、米の品質調査で「総合１位」

米国市場調査会社のジェイディパ

ワーの「２０２０新車品質調査」で、一

般・プレミアムブランドを含むブラ

ンド全体（総３１ブランド１８９車種）

の中で、起亜自動車がフォルクスワ

ーゲンやレクサス、メルセデス・ベ

ンツなどを抜いてダッジとともに共

同１位に選んだ。以下、有名ブラン

ドでは３位シボレー、現代自動車は

１０位、レクサスが１２位、日産１３位、

ＢＭＷ１８位、ポルシェ２４位、メルセ

デス・ベンツ２８位など。

◆映画「＃生きている」５日間で１００万人

韓国映画「＃

生きている（韓

国語題名�サラ

イッタ）」が６

月２４日の封切か

ら５日間で、累

積観客数１００万

人を超えた�写

真。映画の観客

数１００万人突破

は、コロナ禍が

広がった２月以

降初。この映画は、ゾンビの攻撃を

受けて統制不能となった都市で、電

話やＷｉ―Ｆｉなどが途絶え、それ

ぞれ別のマンションで孤立した人た

ちの生き残りをかけた闘いを描いて

いる。俳優の劉亜仁と女優の朴信恵

が主役を演じている。

◆ＢＬＡＣＫＰＩＮＫ再生１億回突破最短記録

韓国の人気ガールズグループ、Ｂ

ＬＡＣＫ

ＰＩＮＫ

の 新 曲

「Ｈｏｗ

Ｙｏｕ

Ｌｉｋ

ｅ Ｔｈａｔ」のミュージックビデ

オが公開から史上最短の約３２時間で

「ユーチューブ」での再生回数１億

回を突破した�写真。これまでの１

億回突破の最短記録は人気ボーイズ

グループのＢＴＳ（防弾少年団）の

「Ｂｏｙ Ｗｉｔｈ Ｌｕｖ」で３７

時間３７分だった。

◆三星電子が大容量ＳＳＤ

三星電子

は１日、２．５

インチＳＡ

ＴＡ ＳＳ

Ｄ（記憶装

置ソリッド

・ステート

・ ド ラ イ

ブ）の新製

品「８７０ ＱＶＯ」を発売した�写

真。１ＴＢ、２ＴＢ、４ＴＢ、８Ｔ

Ｂの４モデルが用意されている。こ

れまで一般向けＰＣでは、パフォー

マンス優先ならＳＳＤ、大容量なら

ＨＤＤが選ばれてきたが、同製品は

性能と耐久性を向上させたことで、

メーンストリームおよびプロフェッ

ショナルＰＣユーザー向けとして普

及しそうだ。

◆潭陽の竹林農業が世界農業遺産に

全羅南道・潭陽郡の竹林農業が国

際食糧農業機関（ＦＡＯ）が認定す

る世界農業遺産に指定された。竹の

品目でははじめて。潭陽の竹林農業

は自然の環境で竹の成長を祈願する

竹神祭などの地域伝統的な慣習と天

然資源を利用して支える独特の農林

産業が評価された。認定によって毎

年２億�の支援金が支給され遺産の

保存や整備に充てられる。韓国では

５カ所目の世界農業遺産だ。

◆国立航空博物館が開館

ソウル

市江西区

の国立航

空博物館

が開館し

た � 写

真。博物

館は１階の航空歴史館、２階の航空

産業館、３階の航空生活館などから

なる。韓国初の飛行士・安昌男が操

縦した「金剛号」を復元した模型な

ども展示されている。５日から正式

開館したが、新型コロナウイルス感

染防止のため当分の間は一般人の入

館が制限される。

参
戦
後
中
国
が
全
指
揮

北
韓
軍
は
奇
襲
南
侵
に
よ

り
３
日
後
に
ソ
ウ
ル
を
陥
落

さ
せ
、
破
竹
の
進
撃
で
南
部

の
釜
山
周
辺
に
ま
で
迫
っ
た

（
「
現
代
朝
鮮
歴
史

高
級

１
」
は
「
全
人
民
の
積
極
的

な
支
援
の
下
、
人
民
軍
は
戦

闘
の
成
果
を
よ
り
拡
大
し
て

戦
争
が
起
き
て
か
ら
１
か
月

余
り
の
間
に
南
朝
鮮
地
域
の

９０
％
以
上
と
人
口
の
９２
％
以

上
を
解
放
し
た
」と
記
述
）。

だ
が
、
米
国
を
中
心
と
し
た

国
連
軍
が
９
月
１５
日
に
仁
川

上
陸
作
戦
を
成
功
さ
せ
る
こ

と
で
戦
況
は
一
変
。
国
連
軍

が
ソ
ウ
ル
を
奪
還
し
、
３８
度

線
を
突
破
し
て
北
上
す
る
と

北
韓
軍
は
総
崩
れ
と
な
っ

た
。

北
韓
の
存
続
自
体
が
危
ぶ

ま
れ
る
に
至
り
、金
日
成
は
、

１０
月
１
日
に
毛
沢
東
宛
の
書

簡
で
「
人
民
解
放
軍
の
緊
急

直
接
出
動
」
を
要
請
。
ス
タ

ー
リ
ン
も
中
国
指
導
部
に
出

兵
を
要
請
す
る
電
報
を
打
っ

た
。
１０
月
１９
日
に
ソ
連
軍
の

武
器
弾
薬
で
武
装
し
た
中
国

「
自
民
志
願
軍
」
１２
個
歩
兵

師
団
・
３
個
歩
兵
師
団
が
鴨

緑
江
を
渡
り
参
戦
。
戦
争
の

主
役
は
北
韓
軍
か
ら
中
国
軍

に
変
わ
っ
た
。

１２
月
に
は
ス
タ
ー
リ
ン
の

指
示
の
も
と
に
北
韓
軍
は
中

国
軍
と
連
合
司
令
部
を
構
成

さ
せ
ら
れ
た
。
中
国
側
が
指

揮
権
を
握
り
、
北
韓
軍
は
そ

の
配
下
に
入
っ
た
。
中
国
人

民
志
願
軍
の
彭
徳
懐
司
令
員

が
中
朝
連
合
司
令
部
総
司
令

官
に
就
任
し
、
作
戦
は
彭
徳

懐
司
令
官
が
毛
沢
東
の
指
示

を
受
け
て
取
り
仕
切
っ
て
い

っ
た
。
後
方
の
動
員
、
訓
練
、

軍
政
警
備
が
北
韓
政
府
の
仕

事
と
な
っ
た
。

「
金
日
成
は
今
後
も
朝
鮮

人
民
軍
最
高
司
令
官
の
肩
書

を
保
持
す
る
も
の
の
、
戦
争

の
作
戦
指
導
か
ら
は
完
全
に

排
除
さ
れ
た
。
金
日
成
に
と

っ
て
こ
れ
は
屈
辱
的
な
事
態

で
あ
っ
た
。
戦
争
は
こ
う
し

て
組
織
的
に
も
米
軍
と
中
国

軍
の
戦
争
に
な
っ
た
の
で
あ

る
」
（
和
田
春
樹
『
北
朝
鮮

現
代
史
』）。

５１
年
７
月
か
ら
始
ま
っ
た

休
戦
交
渉
も
、
毛
沢
東
が
管

轄
し
て
い
た
。
毛
沢
東
は
ス

タ
ー
リ
ン
に
定
期
的
に
状
況

を
報
告
し
最
重
要
問
題
に
関

し
て
忠
告
を
仰
い
だ
。
休
戦

交
渉
本
会
談
の
場
で
総
指
揮

を
と
っ
た
の
は
、
彭
徳
懐
か

ら
全
権
委
任
さ
れ
た
中
国
軍

代
表
の
解
方
少
将
だ
っ
た
。

中
朝
連
合
司
令
部
の
存
在

は
、
対
外
的
に
秘
密
に
付
さ

れ
、
公
開
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
休
戦
協

定
の
署
名
（
５３
年
７
月
）
は

彭
徳
懐
だ
け
で
な
く
金
日
成

も
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

ち
な
み
に
、
休
戦
協
定
の

署
名
者
は
、
国
連
軍
総
司
令

官
と
、
北
韓
軍
最
高
司
令
官

お
よ
び
中
国
人
民
志
願
軍
司

令
員
の
３
者
だ
。

休
戦
協
定
は
、
戦
闘
行
為

の
停
止
と
そ
れ
に
伴
う
捕
虜

交
換
な
ど
の
取
り
決
め
が
目

的
で
あ
っ
た
か
ら
、
交
戦
当

事
者
の
軍
最
高
司
令
官
が
署

名
し
た
の
で
あ
り
、
ま
た
そ

の
署
名
で
十
分
で
あ
っ
た
。

金
大
中
大
統
領
は
、
金
正

日
国
防
委
員
長
と
の
「
６
・

１５
共
同
宣
言
」
発
表
後
の
２

０
０
０
年
１０
月
、
「
休
戦
協

定
締
結
当
時
、
米
国
の
ク
ラ

ー
ク
将
軍
が
署
名
し
た
が
、

こ
れ
は
国
連
軍
代
表
（
総
司

令
官
）
と
し
て
行
っ
た
も
の

で
、
韓
国
は
国
連
軍
の
一
員

だ
っ
た
の
で
当
然
協
定
当
事

者
で
あ
る
」
（
１０
月
３１
日
付

「
コ
リ
ア
・
タ
イ
ム
ズ
」
創

刊
５０
周
年
会
見
）
と
強
調
し

て
い
る
。

韓
国
軍
は
５０
年
７
月
１４
日

の
「
大
田
協
定
」
（
李
承
晩

大
統
領
が
臨
時
首
都
大
田
で

駐
韓
米
国
大
使
を
通
じ
て
韓

国
軍
の
作
戦
指
揮
権
を
国
連

軍
総
司
令
官
に
委
嘱
）
に
基

づ
き
国
連
軍
司
令
部
の
指
揮

下
に
あ
っ
た
。

休
戦
時
に
１
２
０
万
人

中
国
は
３
年
間
に
延
べ
３

０
０
万
も
の
兵
力
を
投
入
し

た
と
い
わ
れ
る
。
中
国
側
の

支
払
っ
た
代
価
は
大
き
か
っ

た
。
死
者
は
公
式
的
に
は
１１

万
６
０
０
０
人
と
さ
れ
て
い

る
が
、
実
際
は
１
０
０
万
人

に
達
し
た
と
み
ら
れ
て
い

る
。
中
国
軍
の
参
戦
と
連
合

司
令
部
の
構
成
に
よ
り
、
北

韓
の
存
続
が
保
障
さ
れ
た
。

ち
な
み
に
、
休
戦
の
時
点

で
の
中
国
軍
は
約
１
２
０
万

人
だ
っ
た
。
中
国
軍
は
休
戦

協
定
調
印
後
も
北
韓
内
に
残

り
、鉄
道
線
路
の
補
修
な
ど
、

北
韓
の
戦
後
復
興
に
協
力
し

た
後
、
５８
年
１０
月
に
完
全
撤

退
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
「
現
代
朝
鮮

歴
史

高
級
１
」
で
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

「
日
ご
と
に
敗
北
の
み
を

重
ね
て
行
き
詰
ま
り
窮
地
に

陥
っ
た
米
帝
は
１
９
５
３
年

７
月
２７
日
朝
鮮
人
民
の
前
に

膝
を
屈
し
、
板
門
店
で
停
戦

協
定
に
調
印
し
た
」
「
３
年

間
の
祖
国
解
放
戦
争
は
、
全

朝
鮮
を
占
領
し
、
さ
ら
に
ア

ジ
ア
と
世
界
を
制
覇
し
よ
う

と
い
う
米
帝
の
侵
略
計
画
を

破
綻
さ
せ
た
」と
し
て
い
る
。

そ
し
て
「
全
世
界
の
進
歩

的
人
民
は
、
世
界
史
上
初
め

て
米
帝
に
打
ち
勝
ち
、
祖
国

解
放
戦
争
を
勝
利
に
導
か
れ

た
敬
愛
す
る
主
席
様
を
『
偉

大
な
軍
事
戦
略
家
』、『
反
帝

闘
争
の
象
徴
』
と
し
て
高
く

称
賛
し
、
わ
が
人
民
を
英
雄

的
人
民
と
称
揚
し
た
」と
し
、

「
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和

国
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員

会
は
、
祖
国
解
放
戦
争
で
卓

越
し
た
軍
事
知
略
と
指
揮
に

よ
っ
て
敵
に
殲
滅
的
打
撃
を

与
え
、
祖
国
の
歴
史
に
不
滅

の
業
績
を
積
ま
れ
た
敬
愛
す

る
金
日
成
主
席
様
に
１
９
５

３
年
２
月
７
日
、
朝
鮮
民
主

主
義
人
民
共
和
国
元
帥
称
号

を
、
７
月
２８
日
に
は
朝
鮮
民

主
主
義
人
民
共
和
国
英
雄
称

号
を
捧
げ
た
」
と
教
え
て
い

る
。「

６
・
２５
」
の
人
的
被
害

に
つ
い
て
正
確
な
統
計
は
な

い
が
、
世
界
規
模
の
大
戦
で

は
な
い
個
別
の
戦
争
に
お
い

て
、
そ
の
大
き
さ
、
直
接
に

は
死
者
数
の
多
さ
と
い
う
点

で
突
出
し
て
い
た
。

南
北
死
者
４
０
０
万
人

和
田
春
樹
・
石
坂
浩
一
編

集
『
岩
波
小
辞
典

現
代
韓

国
・
朝
鮮
』
で
は
「
北
朝
鮮

側
は
２
５
０
万
、
中
国
志
願

軍
は
１
０
０
万
、
韓
国
側
は

１
５
０
万
、
米
軍
は
５
万
の

死
者
を
出
し
た
」
と
し
て
い

る
。こ

の
戦
争
は
ま
た
、
南
北

１
０
０
０
万
人
と
言
わ
れ
る

離
散
家
族
を
生
ん
だ
。
当
時

の
人
口
は
南
北
合
わ
せ
て
２

８
６
５
万
人
で
、
３
人
に
１

人
が
家
族
離
散
の
被
害
者
に

な
っ
た
。
休
戦
か
ら
６７
年
に

も
な
る
の
に
、
こ
れ
ま
で
南

北
間
合
意
に
よ
り
再
会
を
果

た
し
た
離
散
家
族
は
ご
く
一

部
に
す
ぎ
な
い
。
北
側
の
拒

否
に
よ
り
、
自
由
往
来
・
再

結
合
は
も
と
よ
り
故
郷
訪
問

や
定
期
的
面
会
、
そ
し
て
書

信
の
交
換
す
ら
い
ま
だ
に
実

施
さ
れ
て
い
な
い
。

金
日
成
は
、
自
ら
が
開
始

し
た
民
族
相
食
む
戦
争
の
責

任
を
取
ら
ぬ
ど
こ
ろ
か
、「
外

勢
が
強
占
し
た
祖
国
の
地
を

取
り
返
す
戦
争
」
「
祖
国
解

放
戦
争
」
な
ど
と
美
化
し
自

分
の
独
裁
体
制
づ
く
り
と
神

話
化
に
力
を
注
い
だ
。

休
戦
協
定
調
印
の
翌
日
、

平
壌
で
１１
万
市
民
を
集
め
た

「
祝
賀
集
会
」で
の
演
説
で
、

開
戦
や
敗
戦
（
武
力
統
一
失

敗
）
の
責
任
に
は
触
れ
ず
、

「
朝
鮮
全
体
を
『
植
民
地
』

に
し
、
ソ
連
と
中
国
に
対
す

る
軍
事
基
地
に
変
え
よ
う
と

し
た
『
米
帝
国
主
義
者
』
の

企
て
を
粉
砕
し
、
敗
北
さ
せ

た
」
「
わ
が
国
と
わ
が
人
民

が
勝
ち
取
っ
た
偉
大
な
勝
利

で
あ
る
」
と
宣
言
し
た
。

南
北
分
断
の
固
定
化
と
軍

事
対
峙
の
恒
常
化
を
招
い
た

「
６
・
２５
」
を
、
北
韓
で
は

「
敬
愛
す
る
金
日
成
主
席
の

卓
越
し
た
領
導
に
よ
り
朝
鮮

人
民
軍
と
朝
鮮
人
民
は
祖
国

解
放
戦
争
に
勝
利
し
た
」
と

喧
伝
。
７
月
２７
日
を
「
米
国

か
ら
降
伏
書
を
勝
ち
取
っ
た

勝
利
記
念
日
」
と
称
し
て

大
々
的
に
祝
っ
て
き
た
。

権
力
を
世
襲
し
た
金
正
日

は
９７
年
４
月
、
「
朝
鮮
解
放

戦
争
勝
利
記
念
日
」
を
国
家

的
名
節「
戦
勝
節
」に
制
定
。

そ
し
て
金
日
成
王
朝
体
制
を

継
い
だ
金
正
恩
は
２
０
１
３

年
７
月
、
休
戦
６０
周
年
に
あ

わ
せ
て
「
祖
国
解
放
戦
争
勝

利
館
」
を
全
面
改
装
、
「
勝

利
者
の
大
祝
典
」
と
し
て
金

日
成
広
場
で
大
規
模
な
閲
兵

式
（
軍
事
パ
レ
ー
ド
）
を
行

っ
た
。

日
本
で
の
北
韓
当
局
の
忠

実
な
代
弁
機
関
で
あ
る
朝
鮮

総
連
が
運
営
す
る
「
朝
鮮
学

校
」の
歴
史
教
科
書
は
、「
民

族
教
育
」
が
、
金
日
成
一
族

へ
の
忠
誠
心
を
植
え
付
け
る

た
め
に
歴
史
を
歪
曲
・
ね
つ

造
し
、
誤
っ
た
歴
史
観
を
刷

り
込
む
「
洗
脳
教
育
」
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

「
わ
が
民
族
」
を
「
金
日

成
民
族
」
と
呼
び
、
金
日
成

・
金
正
日
・
金
正
恩
３
代
を

「
わ
が
民
族
の
偉
大
な
太
陽
」

「
民
族
の
最
高
尊
厳
」
な
ど

と
称
し
崇
拝
さ
せ
、
生
徒
た

ち
を
金
日
成
王
朝
体
制
と
総

連
の
た
め
に
忠
実
に
貢
献
す

る
人
材
に
育
成
、
奉
仕
さ
せ

る
「
民
族
教
育
」
が
「
金
日

成
民
族
教
育
」
で
あ
る
こ
と

は
、
在
日
同
胞
に
と
っ
て
は

周
知
の
事
実
で
あ
る
。

韓
流
関
連
シ
ョ
ッ
プ
や
韓

国
料
理
の
店
が
並
ぶ
東
京
・

新
大
久
保
「
コ
リ
ア
ン
タ
ウ

ン
」
。
平
日
の
昼
過
ぎ
で
も

制
服
姿
の
女
子
中
・
高
校
生

ら
し
い
集
団
を
た
く
さ
ん
見

か
け
る
。
お
気
に
入
り
の
グ

ッ
ズ
を
買
い
、
伸
び
る
チ
ー

ズ
が「
イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
」

と
人
気
の
チ
ー
ズ
ド
ッ
グ

「
ハ
ッ
ト
グ
」
を
食
べ
て
も

お
小
遣
い
の
範
囲
内
で
済

む
。本

書
に
よ
れ
ば
、
小
学
生

や
中
・
高
校
生
向
け
雑
誌
の

読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ

ば
、「
東
京
で
知
り
た
い
町
」

と
し
て
新
大
久
保
が
不
動
の

１
位
だ
っ
た
原
宿
を
抜
く
こ

と
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。
い
ま

は
「
第
３
次
韓
流
ブ
ー
ム
」

と
い
わ
れ
て
い
る
。
「
韓
国

っ
ぽ
い
と
い
う
の
は
カ
ッ
コ

い
い
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ

て
い
る
」
こ
と
も
本
書
で
初

め
て
知
っ
た
。

で
は
中
高
年
は
ど
う
か
。

徳
島
大
の
樋
口
直
人
准
教
授

が
参
加
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
２
０
１
７
年
末
実
施
の
７

万
７
０
０
０
人
規
模
の
大
規

模
ネ
ッ
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、

韓
国
に
つ
い
て
は
「
若
い
方

が
好
意
的
」
「
女
性
の
ほ
う

が
好
意
的
」
と
い
う
明
確
な

結
果
が
出
た
。

こ
れ
に
対
し
て
男
性
は
真

逆
の
結
果
と
な
っ
た
。
年
齢

に
つ
い
て
も
高
齢
に
な
る
ほ

ど
排
外
的
に
な
っ
た
と
い

う
。
こ
こ
に
は
学
歴
や
世
帯

収
入
は
影
響
し
て
い
な
い
。

澤
田
さ
ん
は
日
本
の
中
高

年
世
代
に
「
上
か
ら
目
線
」

で
韓
国
を
見
る
傾
向
が
残
っ

て
い
る
と
指
摘
す
る
。
確
か

に
５０
年
代
後
半
、
韓
国
の
１

人
あ
た
り
の
国
民
所
得
は
わ

ず
か
１
０
０
�
だ
っ
た
。
国

交
正
常
化
後
に
は
日
本
と
は

比
較
し
よ
う
も
な
い
弱
小
国

の
韓
国
に
配
慮
し
、
韓
国
の

経
済
発
展
を
助
け
て
き
た
。

バ
ブ
ル
崩
壊
前
ま
で
は
少
し

く
ら
い
無
茶
を
言
わ
れ
て
も

政
治
経
済
的
に
受
け
入
れ
る

余
裕
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
元
徴
用
工
訴
訟

に
対
す
る
大
法
院
判
決
を
契

機
に
、関
係
が
悪
化
す
る
と
、

韓
国
側
の
動
き
が
許
し
が
た

く
見
え
る
よ
う
だ
。
澤
田
さ

ん
は「
冷
戦
集
結
か
ら
３０
年
。

日
韓
関
係
が
根
本
的
に
変
わ

っ
て
き
て
い
る
こ
と
。
お
互

い
が
変
化
し
た
関
係
に
適
応

で
き
ず
、
政
治
的
な
摩
擦
が

激
化
し
て
い
る
」
「
韓
国
の

国
力
が
強
く
な
っ
た
こ
と
を

直
視
べ
き
だ
」と
述
べ
、「
上

か
ら
目
線
」
の
見
直
し
を
迫

る
。
な
ぜ
な
ら
、
韓
国
は
日

本
に
と
っ
て
こ
れ
か
ら
も
よ

り
重
要
な
国
に
な
る
か
ら

だ
。一

方
、
韓
国
の
日
本
を
見

る
目
も
「
ち
ょ
っ
と
行
き
過

ぎ
て
い
る
」
と
１
日
、
日
韓

記
者
・
市
民
セ
ミ
ナ
ー
（
Ｋ

Ｊ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
催
）
の

講
演
で
忠
告
し
て
い
た
。

「
韓
国
は
急
速
に
追
い
つ

い
た
の
で
、
日
本
を
見
る
目

が
高
揚
感
に
あ
ふ
れ
て
い

る
。
で
も
、
適
正
な
と
こ
ろ

ま
で
降
り
て
き
て
も
い
い
。

日
本
は
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て

も
ら
う
」。

１
２
０
０
円
（
税
別
）
、

毎
日
新
聞
出
版
（
０
３
・
６

２
６
５
・
６
９
４
１
）。

在
日
韓
国
老
人
ホ
ー
ム

「
故
郷
の
家
」
が
大
阪
府
堺

市
に
竣
工
し
た
の
は
１
９
８

９
年
１０
月
の
こ
と
。
在
日
韓

国
人
と
日
本
人
の
高
齢
者
が

共
に
暮
ら
す
共
生
の
老
人
ホ

ー
ム
構
想
は
全
国
的
に
も
大

き
な
共
感
を
呼
び
、
神
戸
、

京
都
、
東
京
へ
と
広
が
っ
て

い
っ
た
。
運
営
す
る
社
会
福

祉
法
人
「
こ
こ
ろ
の
家
族
」

の
尹
基
理
事
長
に
「
共
に
生

き
て
３０
年
」
を
振
り
返
っ
て

も
ら
っ
た
。

法
人
名
に
は
尹
さ
ん
が
、

「
韓
国
に
帰
れ
な
か
っ
た
お

年
寄
り
た
ち
を
こ
こ
ろ
で
迎

え
る
ホ
ー
ム
。
日
本
に
暮
ら

し
て
い
て
も
、
ふ
る
さ
と
の

香
り
に
包
ま
れ
る
ホ
ー
ム
で

あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
願
い

を
込
め
た
。

「
故
郷
の
家
」
で
は
韓
国

と
日
本
の
２
つ
の
文
化
を
大

事
に
し
て
い
る
。
一
般
の
老

人
ホ
ー
ム
と
は
雰
囲
気
が
ま

っ
た
く
違
う
。
歌
で
い
え
ば

「
ア
リ
ラ
ン
」
と
演
歌
の
共

存
だ
ろ
う
。
室
内
は
オ
ン
ド

ル
の
設
備
が
あ
り
、
畳
も
敷

か
れ
て
い
る
。尹
さ
ん
は「
相

手
の
意
見
や
考
え
方
を
尊
重

し
あ
い
、
お
互
い
の
違
い
を

恵
み
と
し
て
受
け
止
め
て
ほ

し
い
か
ら
」
と
い
う
。

尹
さ
ん
は
８４
年
６
月
、
朝

日
新
聞
「
論
壇
」
を
通
じ
て

「
国
家
を
超
え
、
日
本
を
超

え
て
両
国
が
共
に
暮
ら
す

『
故
郷
の
家
』
を
つ
く
る
」

と
い
う
思
い
を
訴
え
た
。
き

っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
在
日

韓
国
人
高
齢
者
の
孤
独
死
問

題
だ
っ
た
。
「
日
本
に
住
む

外
国
人
が
日
本
が
い
い
と
い

え
る
よ
う
な
共
生
社
会
に
な

る
こ
と
を
願
っ
た
」

こ
の
訴
え
が
日
本
社
会
を

動
か
し
た
。
２
月
に
は
日
本

の
財
界
を
は
じ
め
文
化
、
教

育
、
福
祉
の
各
界
か
ら
４
５

１
人
が
発
起
人
と
な
り
「
在

日
韓
国
人
老
人
ホ
ー
ム
を
つ

く
る
会
」
が
誕
生
。
菅
原
文

太
さ
ん
ら
に
よ
る
募
金
で
３

１
２
８
件
１
億
８
千
４
３
３

万
４
６
８
９
円
が
集
ま
っ

た
。堺

に
在
日
韓
国
老
人
ホ
ー

ム
が
竣
工
す
る
と
、
神
戸
市

か
ら
見
学
に
訪
れ
た
高
齢
の

在
日
韓
国
人
が
一
目
見
る
な

り
気
に
入
り
、
「
神
戸
市
に

も
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。
『
故

郷
の
家
』
で
死
に
た
い
」
と

５
０
０
０
万
円
を
寄
付
し

た
。
善
意
が
広
が
り
、
１
万

３
０
０
０
件
の
寄
付
が
集
ま

っ
た
。
そ
の
後
、
京
都
建
設

で
は
２
万
２
０
０
０
件
の
寄

付
が
寄
せ
ら
れ
た
。

も
う
一
人
、
大
阪
興
銀
理

事
長
当
時
の
故
李
熙
建
さ
ん

か
ら
の
大
口
寄
付
も
忘
れ
ら

れ
な
い
と
い
う
。
尹
さ
ん
が

寄
付
を
お
願
い
に
行
く
と
５

０
０
万
円
を
差
し
出
し
て
く

れ
た
。
し
か
し
、
尹
さ
ん
は

内
心
、
１
億
円
を
希
望
し
て

い
た
。
李
氏
は
驚
き
な
が
ら

も
「
こ
う
い
う
こ
と
は
継
続

し
て
い
く
こ
と
だ
か
ら
」と
、

約
束
ど
お
り
毎
年
１
０
０
０

万
円
ず
つ
５
年
間
に
わ
た
っ

て
寄
付
を
続
け
た
。

８
年
後
の
２８
年
は
社
会
福

祉
法
人
「
こ
こ
ろ
の
家
族
」

が
認
可
さ
れ
て
４０
周
年
。
併

せ
て
尹
さ
ん
の
父
、
尹
致
浩

さ
ん
が
設
立
し
、
韓
国
戦
争

で
行
方
不
明
に
な
っ
た
夫
の

帰
り
を
待
ち
な
が
ら
３
０
０

０
人
の
孤
児
を
育
て
た
田
内

千
鶴
子
さ
ん
が
生
涯
を
捧
げ

た
木
浦
共
生
園
の
創
立
１
０

０
周
年
に
あ
た
る
。
こ
れ
を

機
に
韓
国
の
親
孝
行
の
精
神

と
日
本
人
の
思
い
や
り
を
融

合
さ
せ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

教
え
る
「
介
護
専
門
大
学
」

を
神
戸
に
、
「
１
０
０
年
に

学
ぶ
共
生
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
仮
）
」
の
立
ち
上
げ
を
木

浦
で
計
画
し
て
い
る
。

板門店で休戦協定に署名する両軍代表（１９５３年７月２７日）

韓
国
の
コ
ロ
ナ

事
情
テ
ー
マ
に

民
団
鳥
取「
在
日
講
座
」

【
鳥
取
】
「
第
４７
回
在
日

講
座
」
が
６
月
２０
日
、
民
団

鳥
取
本
部
（
黄
龍
也
団
長
）

で
開
か
れ
た
。

ゲ
ス
ト
に
韓
国
出
身
で
鳥

取
市
国
際
交
流
員
の
姜
美
善

さ
ん
を
迎
え
た
。
姜
さ
ん
は

韓
国
で
の
コ
ロ
ナ
事
情
と
そ

の
対
応
を
語
っ
た
。
薛
幸
夫

さ
ん
（
同
本
部
常
任
顧
問
）

は
最
近
の
内
外
関
係
と
韓
国

民
主
化
へ
の
道
に
つ
い
て
紹

介
し
た
。
対
談
に
先
立
っ
て

マ
ス
メ
デ
イ
ア
に
よ
る
直
近

の
民
主
化
闘
争
の
実
態
を
暴

い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
「
共
犯
者
た
ち
」
が
上
映

さ
れ
た
。

韓
昌
祐
・
哲
文
化
財
団

２０
年
度
助
成
へ

応
募
を
受
付
中

公
益
財
団
法
人
韓
昌
祐
・

哲
文
化
財
団
（
韓
昌
祐
理
事

長
、
東
京
・
千
代
田
）
は
２

０
２
０
年
度
助
成
の
応
募
を

受
け
付
け
て
い
る
。

対
象
は
韓
日
に
か
か
わ
る

文
化
・
芸
術
・
歴
史
・
社
会

・
ス
ポ
ー
ツ
・
国
際
交
流
の

分
野
に
お
け
る
学
術
研
究
、

創
作
活
動
、
啓
蒙
活
動
、
実

践
活
動
で
、
１
年
あ
る
い
は

最
大
２
年
で
成
果
を
出
す
こ

と
を
求
め
て
い
る
。
原
則
と

し
て
「
韓
日
を
生
活
・
活
動

の
拠
点
と
す
る
者
」
で
あ
れ

ば
個
人
、
団
体
と
も
国
籍
不

問
。助

成
金
は
１
件
あ
た
り
２０

～
１
５
０
万
円
。
対
象
者
は

選
考
委
員
会
で
決
め
る
。
申

請
書
は
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
ア
ッ
プ
中
。
応
募
は
８
月

３１
日
ま
で
。

同
事
務
局
（
０
３
・
５
２

２
１
・
７
９
７
３
、
平
日
の

み
１０
～
１７
時
）。

ＳＢＪ銀行調べ
（７月７日現在）

１万円

１１５，８９０
ウォン

１０５，９１０
ウォン

両替時

ウォン⇒円

円⇒ウォン

１万円

１１２，５６３
ウォン

１０９，２３７
ウォン

送金時

韓国⇒日本

日本⇒韓国

朝朝
鮮鮮
学学
校校
歴歴
史史
教教
科科
書書
のの

記記
述述
をを
斬斬
るる
〈〈
中中
〉〉

寄
稿

朴
容
正
（
元
民
団
新
聞
編
集
委
員
）

�
解
放
戦
争
勝
利
�と
美
化
、絶
対
化
へ

反日韓国という幻想
�誤解だらけの日韓関係�

毎日新聞論説委員 澤田克己

韓
国
へ
の�
上
か
ら
目
線
�批
判

共
に
生
き
て
３０
年

「
こ
こ
ろ

の
家
族
」
尹
基
理
事
長
に
聞
く

相
手
を
尊
重
、違
い
を
恵
み
に

新刊紹介

（２）２０２０年７月８日（水曜日）

韓国戦争から７０年

民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２９６１号
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訴
状
な
ど
に
よ
れ
ば
会
社

側
は
遅
く
と
も
２
０
１
３
年

以
降
、
「
悪
事
を
批
判
さ
れ

る
と
す
ぐ
に『
差
別
ニ
ダ
！
』

と
大
騒
ぎ
す
る
在
日
朝
鮮

族
」と
い
っ
た
記
事
や
、「
在

日
は
死
ね
よ
」
と
い
っ
た
ネ

ッ
ト
上
の
書
き
込
み
な
ど
を

大
量
に
印
刷
し
て
従
業
員
に

配
布
。
偏
見
や
差
別
意
識
を

植
え
付
け
た
り
、
助
長
し
て

き
た
。

原
告
側
は
「
人
種
差
別
・

民
族
差
別
的
な
言
動
に
さ
ら

さ
れ
な
い
権
利
」
を
掲
げ
、

同
社
が
職
場
環
境
に
配
慮
す

る
義
務
を
怠
っ
た
違
法
性
が

あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
中
垣
内
裁

判
長
は
、
「
文
書
は
女
性
を

念
頭
に
お
い
て
書
か
れ
た
も

の
で
は
な
い
」
と
し
な
が
ら

も
、
「
原
告
の
よ
う
に
韓
国

の
国
籍
や
民
族
的
出
自
を
有

す
る
者
に
と
っ
て
は
著
し
い

侮
辱
と
感
じ
、
そ
の
名
誉
感

情
を
害
す
る
」と
指
摘
。「
内

心
の
静
穏
な
感
情
に
対
す
る

介
入
と
し
て
、
社
会
的
に
許

容
で
き
る
限
界
を
超
え
る
」

た
め
違
法
と
し
た
。

ま
た
、全
従
業
員
に
対
し
、

地
方
自
治
体
に
お
け
る
中
学

校
の
教
科
書
採
択
に
あ
た
っ

て
戦
争
賛
美
の
育
鵬
社
の
教

科
書
が
採
択
さ
れ
る
よ
う
ア

ン
ケ
ー
ト
提
出
な
ど
の
運
動

に
従
事
す
る
よ
う
動
員
し
た

こ
と
も
「
業
務
と
関
連
し
な

い
政
治
活
動
で
あ
り
、
原
告

の
政
治
的
な
思
想
・
信
条
の

自
由
を
侵
害
す
る
差
別
的
取

り
扱
い
を
伴
う
も
の
」
と
違

法
性
を
認
め
た
。

さ
ら
に
、
提
訴
直
後
の
１５

年
９
月
、
「
温
情
を
あ
だ
で

返
す
バ
カ
者
」
な
ど
と
原
告

を
非
難
す
る
内
容
の
従
業
員

の
感
想
文
を
原
告
を
含
む
全

従
業
員
に
配
布
し
た
こ
と
に

は
、
「
原
告
が
裁
判
を
受
け

る
権
利
を
抑
圧
し
た
」
と
断

罪
し
た
。

弁
護
団
を
代
表
し
て
村
田

浩
治
弁
護
団
長
は
判
決
後
の

オ
ン
ラ
イ
ン
報
告
集
会
で
、

「
原
告
の
訴
え
を
真
摯
に
認

め
た
。
特
に
内
心
の
利
益
を

最
大
限
尊
重
し
た
こ
と
は
評

価
で
き
る
。
ほ
ぼ
完
全
勝
訴

と
い
っ
て
い
い
」と
語
っ
た
。

原
告
の
Ａ
子
さ
ん
自
身
も

「
私
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ

て
く
れ
は
っ
た
ん
だ
な
」
と

感
想
を
述
べ
た
。

フ
ジ
住
宅
側
は
「
企
業
に

お
け
る
社
員
教
育
の
裁
量
や

経
営
者
の
言
論
の
自
由
の
観

点
か
ら
、
到
底
承
服
し
が
た

い
判
決
だ
」
と
し
て
控
訴
を

表
明
し
た
。
ま
た
、
原
告
側

も
「
フ
ジ
住
宅
側
の
文
書
配

布
行
為
が
原
告
個
人
に
向
け

ら
れ
た
差
別
的
言
動
と
は
認

め
な
か
っ
た
こ
と
は
人
種
差

別
撤
廃
条
約
及
び
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
解
消
法
の
趣
旨
に
照

ら
し
て
不
当
」
な
ど
と
し
て

控
訴
す
る
方
針
だ
。

【
神
奈
川
】
川
崎
市
は
市
内
で
今
後
と
も
増
加
が
見
込
ま
れ
る
外
国
人
市
民
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
や
意
見
を
施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
「
外
国
人
市
民
意
識
実
態
調
査
（
書

面
調
査
）」
を
実
施
し
、
こ
の
ほ
ど
、
そ
の
結
果
を
公
表
し
た
。
調
査
は
２
０
１
４
年

の
前
回
か
ら
数
え
て
５
年
ぶ
り
。
項
目
は
「
住
ま
い
と
防
犯
、
安
全
」、「
医
療
・
保
険

・
福
祉
」、「
子
育
て
・
教
育
」、「
地
域
活
動
・
市
政
参
加
」、「
雇
用
・
労
働
」
な
ど
７

項
目
に
及
ぶ
。

５
年
ぶ
り
実
施

調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
外

国
人
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と

し
た
住
宅
差
別
体
験
が
前
回

よ
り
４
・
８
ポ
イ
ン
ト
増
加

し
２６
・
１
％
と
目
立
っ
た
。

同
じ
く
「
保
証
人
が
見
つ
か

ら
な
か
っ
た
」
も
４
・
１
ポ

イ
ン
ト
増
加
の
２６
・
１
％
だ

っ
た
。
今
回
新
た
に
加
わ
っ

た
設
問
で
あ
る
外
国
人
で
あ

る
こ
と
を
理
由
に
物
件
を
紹

介
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た

「
物
件
紹
介
拒
否
」
も
１４
・

２
％
見
ら
れ
た
。

「
困
っ
た
経
験
は
な
い
」

が
前
回
よ
り
５
・
１
ポ
イ
ン

ト
減
少
し
た
こ
と
も
あ
り
、

報
告
書
は
「
外
国
人
市
民
へ

の
入
居
差
別
は
改
善
さ
れ
て

い
な
い
」
と
結
論
付
け
た
。

住
宅
差
別
を
体
験
し
た
と
い

う
割
合
が
比
較
的
高
か
っ
た

の
が
麻
生
区
、
多
摩
区
、
中

原
区
。
一
方
、
川
崎
区
と
幸

区
で
は
全
体
の
平
均
よ
り
か

な
り
低
か
っ
た
。

も
う
一
つ
、
一
部
な
が
ら

外
国
人
で
あ
る
こ
と
を
理
由

に
不
安
や
危
険
を
感
じ
て
い

る
と
い
う
こ
と
も
う
か
が
わ

れ
た
。
具
体
的
に
は
「
住
ん

で
い
る
地
域
の
治
安
に
つ
い

て
の
不
安
」
（
体
感
治
安
へ

の
不
安
）、「
暴
力
を
ふ
る
わ

れ
る
不
安
・
危
険
」、「
脅
迫

や
差
別
的
な
暴
言
を
受
け
る

不
安
」
だ
。
い
ず
れ
も
前
回

調
査
よ
り
も
大
幅
に
増
加
し

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
大
多
数

の
５８
・
１
％
は
「
不
安
や
危

険
を
感
じ
た
こ
と
は
な
い
」

と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
前

回
よ
り
１１
・
３
ポ
イ
ン
ト
の

減
少
と
な
っ
た
。

問
題
は
１６
年
に
「
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
対
策
法
」
が
制
定

さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
う
し
た
不
安
を
感
じ

る
外
国
人
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
だ
。
差
別
的
言
動
を
行

う
団
体
に
よ
る
デ
モ
や
街
宣

は
市
の
南
部
で
目
立
っ
た

が
、む
し
ろ
北
部
の
多
摩
区
、

麻
生
区
で
こ
う
し
た
不
安
を

訴
え
た
外
国
人
が
比
較
的
多

い
こ
と
が
わ
か
る
。

７
月
か
ら
全
面
施
行
さ
れ

た
「
市
差
別
の
な
い
人
権
尊

重
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
は

そ
の
真
価
が
試
さ
れ
て
い
る

と
い
え
そ
う
だ
。

山
口
信
彦
副
知
事（
左
か
ら
２
人
目
）と
呉
龍
浩
団
長（
中
）

【
大
阪
】
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
な
い
し
こ
れ
に
類
す
る

資
料
を
就
業
時
間
中
に
社
内
で
大
量
配
布
し
た
り
、
特

定
の
教
科
書
採
択
運
動
に
社
員
を
動
員
し
て
い
た
東
証

一
部
上
場
の
不
動
産
大
手
「
フ
ジ
住
宅
」
（
大
阪
府
岸

和
田
市
）
と
同
社
の
今
井
光
郎
会
長
（
７４
）
に
対
し
大

阪
地
方
裁
判
所
堺
支
部
第
一
民
事
部
（
中
垣
内
健
治
裁

判
長
）
は
２
日
、
連
帯
し
て
１
１
０
万
円
を
支
払
う
よ

う
命
じ
る
判
決
を
言
い
渡
し
た
。
同
社
に
２
０
０
２
年

か
ら
パ
ー
ト
社
員
と
し
て
勤
務
す
る
在
日
３
世
の
５０
代

女
性
が
、
「
精
神
的
苦
痛
を
受
け
た
」
と
し
て
２
０
１

５
年
８
月
３１
日
、
３
３
０
０
万
円
の
損
害
賠
償
を
求
め

て
訴
え
て
い
た
。

【
大
阪
】
民
団
大
阪
本
部

は
（
呉
龍
浩
団
長
）
は
６
月

２５
日
、
大
阪
府
（
吉
村
洋
文

知
事
）
が
条
例
で
設
置
し
た

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
助

け
合
い
基
金
」
に
同
本
部
３

機
関
は
じ
め
常
任
顧
問
、
婦

人
会
、
商
工
会
が
そ
れ
ぞ
れ

募
っ
た
１
５
０
万
円
を
寄
付

し
た
。

民
団
か
ら
は
呉
団
長
、
朴

道
秉
議
長
、
金
明
弘
監
察
委

員
長
が
来
庁
。
大
阪
維
新
の

会
か
ら
今
井
豊
幹
事
長
（
日

本
維
新
の
会
副
代
表
）
も
同

席
し
た
。

呉
団
長
は
「
地
域
住
民
と

し
て
府
の
取
り
組
み
に
少
し

で
も
協
力
し
た
い
」と
述
べ
、

山
口
信
彦
副
知
事
に
目
録
を

手
渡
し
た
。
山
口
副
知
事
は

「
平
素
か
ら
日
韓
交
流
に
心

を
砕
い
て
く
れ
て
い
る
こ
と

に
は
感
謝
が
絶
え
な
い
。
皆

さ
ん
の
気
持
ち
を
伝
え
、
コ

ロ
ナ
に
打
ち
勝
つ
よ
う
幅
広

く
支
援
し
て
い
く
」
と
述
べ

た
。同

基
金
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
予
防
の
た
め

に
昼
夜
問
わ
ず
奮
闘
す
る
府

内
の
医
療
従
事
者
を
支
援
す

る
の
が
目
的
。

【
神
奈
川
】
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
に
は
刑
事
罰
を
も
っ
て

対
処
す
る
と
し
た
川
崎
市
反

差
別
条
例
（
「
市
差
別
の
な

い
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

条
例
」
）
が
完
全
施
行
さ
れ

た
１
日
、
条
例
づ
く
り
を
市

と
市
議
会
に
求
め
て
き
た
市

民
団
体
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

を
許
さ
な
い
か
わ
さ
き
市
民

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
（
関
田
寛

雄
代
表
）
は
同
市
役
所
で
会

見
に
臨
み
「
大
き
な
前
進
」

と
歓
迎
し
た
。

関
田
代
表
は
「
『
差
別
は

犯
罪
』
と
し
た
の
は
全
国
で

初
め
て
。
今
後
は
条
例
を
実

質
化
・
加
速
化
し
て
い
く
た

め
、
市
と
の
連
携
を
さ
ら
に

深
め
て
い
く
」
と
表
明
。
７０

年
代
か
ら
共
生
の
街
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
き
た
社
会
福

祉
法
人
青
丘
社
の
�
重
度
理

事
長
も
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

と
い
う
ウ
イ
ル
ス
に
打
ち
勝

つ
治
療
薬
と
し
て
の
条
例
を

施
行
し
て
く
れ
た
」
と
歓
迎

し
た
。

一
方
、
元
川
崎
市
職
員
で

市
民
ネ
ッ
ト
の
裏
方
を
務
め

て
き
た
山
田
貴
夫
さ
ん
は
、

今
後
の
課
題
と
し
て
、
条
例

の
推
進
・
実
践
を
担
う
市
職

員
の
研
修
を
求
め
た
。
さ
ら

に
横
浜
中
華
街
で
起
き
た
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
挙
げ
、
県

知
事
に
あ
て
て
も
条
例
制
足

へ
の
要
請
行
動
を
始
め
て
い

く
考
え
を
示
し
た
。

ネ
ッ
ト
上
で「
黙
れ
」、「
出

て
い
け
」、「
い
な
く
な
れ
」

な
ど
と
、
不
特
定
多
数
か
ら

中
傷
・
差
別
の
標
的
と
さ
れ

て
き
た
在
日
韓
国
人
３
世
の

団
体
職
員
、
崔
江
以
子
さ
ん

は
「
条
例
は
川
崎
市
の
宝
。

罰
則
に
よ
る
抑
止
効
果
に
期

待
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
川

崎
市
以
外
の
各
地
方
自
治
体

へ
の
広
が
り
に
期
待
を
寄
せ

て
い
た
。

条例の完全施行を歓迎する「かわさき市民ネット」

オンライン集会で報告する村田浩治弁護団長（中）

旧
青
山
ト
ン
ネ
ル

犠
牲
同
胞
ら
慰
霊

民
団
三
重
と
日
韓
協

【
三
重
】
１
９
２
８
年
か

ら
３０
年
に
か
け
て
大
阪
か
ら

伊
勢
ま
で
を
１
本
の
レ
ー
ル

で
結
ぶ
青
山
隧
道
の
工
事
中

に
犠
牲
と
な
っ
た
同
胞
８
人

と
日
本
人
８
人
を
偲
ぶ
「
旧

青
山
ト
ン
ネ
ル
工
事
殉
難
者

慰
霊
祭
」
が
６
月
２６
日
、
名

賀
郡
青
山
町
伊
勢
路
の
供
養

塔
前
で
営
ま
れ
た
。
今
年
で

１７
回
目
。民
団
三
重
本
部（
殷

慶
基
団
長
）
と
三
重
県
日
韓

親
善
協
会（
山
口
久
彦
会
長
）

が
共
催
し
た
。
追
悼
辞
で
殷

団
長
が
「
三
重
県
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が

２
カ
月
間
ゼ
ロ
と
い
う
こ
と

で
、
今
回
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
供
養
塔
の
存
在
を

知
っ
た
の
は
１８
年
前
、
青
山

中
学
の
生
徒
た
ち
の
綜
合
学

習
で
の
こ
と
。
生
徒
た
ち
の

思
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
継
続
事
業
と
し

て
２０
年
、
３０
年
と
続
く
よ
う

尽
力
し
て
い
く
」
と
強
い
意

思
を
述
べ
た
。

ま
た
、
山
口
会
長
も
「
今

だ
日
韓
関
係
が
冷
え
込
ん
で

い
る
が
、
民
間
レ
ベ
ル
の
日

本
と
韓
国
の
交
流
が
、
お
互

い
の
心
を
溶
か
し
て
い
く
と

信
じ
て
い
る
」
と
期
待
を
込

め
た
。

青
山
町
真
言
宗
豊
山
派
閼

伽
井
山
善
福
寺
の
香
取
法
彦

住
職
が
読
経
す
る
中
、
金
容

必
名
古
屋
領
事
や
魯
玹
碩
領

事
、
崔
美
代
婦
人
会
三
重
本

部
会
長
、
兪
柄
煥
三
重
韓
商

会
長
、
辻
本
敬
也
名
張
駅
駅

長
ら
３０
人
が
焼
香
し
た
。

慰
霊
祭
に
初
め
て
参
加
し

た
辻
本
駅
長
は
「
犠
牲
に
な

っ
た
尊
い
命
、
遺
族
の
無
念

さ
に
哀
悼
の
意
を
表
す
と
と

も
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
信

頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
精
進
し
て
い
く
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

故
尹
奉
吉
義
土
の

殉
国
碑
周
り
清
掃

婦
人
会
石
川
本
部

【
石
川
】
婦
人
会
石
川
本

部
（
金
暻
嬉
会
長
）
は
金
沢

市
に
建
つ
故
尹
奉
吉
義
士

「
殉
国
碑
」
の
周
囲
を
清
掃

し
た
�
写
真
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
の
拡
大

に
伴
い
、
活
動
を
自
粛
し
て

き
た
同
婦
人
会
と
し
て
は
久

方
ぶ
り
の
野
外
活
動
と
な
っ

た
。
こ
の
後
、
「
殉
国
碑
」

と
「
暗
葬
之
跡
地
・
分
墓
」

が
つ
く
ら
れ
た
経
緯
に
つ
い

て
学
ん
だ
。

６
月
２４
日
、
婦
人
会
か
ら

８
人
が
参
加
。
碑
周
囲
の
落

ち
葉
を
掃
き
清
め
、
碑
の
ほ

こ
り
を
洗
い
落
と
し
た
。
こ

の
環
境
美
化
運
動
は
こ
れ
か

ら
も
月
１
回
継
続
し
て
い
く

こ
と
を
決
め
た
。

尹
義
士
は
１
９
３
２
年
４

月
２９
日
、
上
海
で
天
長
節
祝

賀
式
典
を
行
っ
て
い
た
日
本

軍
に
爆
弾
を
投
げ
た
こ
と
で

死
刑
判
決
を
受
け
、
同
年
１２

月
１９
日
、
標
的
と
な
っ
た
第

９
師
団
の
司
令
部
が
置
か
れ

て
い
た
金
沢
市
三
小
牛
山
の

陸
軍
施
設
で
銃
殺
さ
れ
た
。

遺
体
は
解
放
後
の
４６
年
３
月

６
日
、
在
日
同
胞
に
よ
っ
て

掘
り
起
こ
さ
れ
、
本
国
に
移

葬
さ
れ
た
。

民
団
愛
知
本
部
が

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
始
動

コ
ロ
ナ
第
２
波
に
備
え

【
愛
知
】
民
団
愛
知
本
部

（
朴
茂
安
団
長
）
は
来
る
べ

く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第

２
波
の
襲
来
に
備
え
、
Ｗ
ｅ

ｂ
会
議
を
始
動
さ
せ
た
。
６

月
１５
日
か
ら
５
日
間
、
県
内

全
支
部
を
５
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

け
て
試
験
的
に
導
入
し
た
と

こ
ろ
、
各
支
部
と
も
操
作
に

問
題
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た

た
め
だ
。
６
月
２４
日
に
は
全

１３
支
部
を
結
ぶ
事
務
部
長
会

議
を
初
の
Ｗ
ｅ
ｂ
方
式
で
実

施
し
た
。

会
議
で
は
感
染
防
止
対
策

の
徹
底
を
期
し
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
の
認

識
を
深
め
あ
っ
た
。
併
せ
て

ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
有
効
な

ワ
ク
チ
ン
や
特
効
薬
が
完
成

し
な
い
限
り
、
ど
ん
な
組
織

活
動
で
も
ゼ
ロ
リ
ス
ク
で
は

な
い
こ
と
も
確
認
し
た
。
同

本
部
で
は
「
緊
急
事
態
宣
言

が
解
除
さ
れ
て
と
も
す
る
と

ゆ
る
み
が
ち
な
気
持
ち
を
引

き
締
め
る
内
容
と
な
っ
た
の

で
は
」
と
語
っ
た
。

あ
る
事
務
部
長
は
「
最
初

こ
そ
自
分
に
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
と
思
っ
て
い
た
Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
だ
が
、
意
外
と
ス
ム
ー

ズ
に
使
え
た
。
音
声
や
映
像

も
鮮
明
な
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
活
用
し
て
い
け
そ
う
だ
」

と
話
し
て
い
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
の
影
響
で
延
期
し

て
い
た
婦
人
会
地
方
大
会
が

始
ま
っ
た
。

大
阪
は
書
面
決
議

会
長
に
朴
米
子
氏

【
大
阪
】
婦
人
会
大
阪
本

部
（
金
秋
江
会
長
）
は
６
月

２７
日
、
第
３２
回
定
期
地
方
委

員
会
と

第
２９
期

定
期
地

方
大
会

を
書
面
決
議
で
実
施
。
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は

新
会
長
に
単
独
候
補
の
朴
米

子
氏
（
前
副
会
長
、
写
真
）

を
選
出
し
た
。
監
査
に
は
康

久
子
、
�
島
枝
の
両
氏
（
再

任
）
と
金
輝
子
氏
（
前
組
織

部
長
）
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し

た
。朴

新
会
長
は
「
会
長
と
い

う
重
責
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
が
な
か
な
か
収
束

せ
ず
、
会
員
皆
さ
ん
も
不
安

な
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
と

思
う
。
そ
う
い
う
時
だ
か
ら

こ
そ
、
会
員
が
一
丸
と
な
っ

て
婦
人
会
を
支
え
、
民
団
の

傘
下
団
体
と
し
て
共
に
地
域

貢
献
に
尽
力
し
て
い
く
」
と

述
べ
た
。
副
会
長
に
朴
静
子

（
前
総
務
部
長
）
、
夫
正
子

（
前
財
政
部
長
）
、
金
泰
順

（
前
顧
問
）
の
各
氏
、
総
務

部
長
は
姜
鉄
順
氏
（
前
文
化

部
長
）
を
任
命
し
た
。

今
年
度
活
動
方
針
は
コ
ー

ラ
ス
部
や
舞
踊
な
ど
文
化
活

動
の
開
催
、
大
阪
コ
リ
ア
ブ

ラ
イ
ダ
ル
セ
ン
タ
ー
の
積
極

推
進
、
会
員
の
育
成
な
ど
。 供養塔前で手を合わせる主催団体の代表

奈
良
は
李
鍾
任
氏

【
奈
良
】
婦
人
会
奈
良
本

部
（
李
明
美
会
長
）
は
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
改
選
の
結

果
、
新

会
長
に

李
鍾
任

氏
（
前

常
任
顧
問
、
写
真
）を
選
出
。

監
査
は
許
敏
子
・
李
百
合
の

両
氏
（
再
任
）
と
姜
小
礼
氏

（
前
副
会
長
）
が
そ
れ
ぞ
れ

就
任
し
た
。
５
日
、
奈
良
韓

国
人
会
館
で
開
か
れ
た
第
３２

回
定
期
地
方
委
員
会
と
第
３０

期
定
期
地
方
大
会
で
決
ま
っ

た
。李

新
会
長
は
「
３
年
間
、

婦
人
会
活
動
に
尽
力
し
て
い

く
の
で
、
皆
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。
副
会
長
は
権
英
孝

氏
（
再
任
）、
金
君
緒
氏
（
前

文
化
部
長
）、
鄭
敬
順
氏（
前

総
務
部
長
）
の
各
氏
を
任
命

し
、
総
務
部
長
は
鄭
副
会
長

が
兼
任
。

活
動
方
針
は
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
や
各
地
方
本
部
の
ブ
ラ

イ
ダ
ル
推
進
、
会
員
の
拡
充

な
ど
。
李
勲
民
団
奈
良
本
部

団
長
や
李
徳
秀
一
社
韓
商
奈

良
会
長
ら
も
駆
け
付
け
た
。

「在日は死ねよ」
ヘイト文書配布

東証１部上場企業

民
族
悔
辱
に
賠
償
命
令

大
阪
地
裁

堺

支

部

当
事
者
の
内
心
の
利
益
尊
重

入
居
差
別
改
善
さ
れ
ず

体
感
自
治
へ
の
不
安
も

�
外
国
人
市
民
意
識
調
査
�結
果

川崎市

川
崎
市
反
差
別
条
例
完
全
施
行

�
実
質
化
・
加
速
化
へ
連
携
�
市民団体

民
団
大
阪
が
基
金
を
寄
付

府
の�
新
型
コ
ロ
ナ
助
け
合
い
�に

婦婦
人人
会会
大大
会会
各各
地地
でで

第２９６１号（第３種郵便物認可）民 団 新 聞２０２０年７月８日（水曜日）（３）
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展 示 会

恋
愛
ド
ラ
マ
に
は
ハ
マ
ら

な
い
。
そ
う
自
負
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
愛
の

不
時
着
」
に
ぐ
い
ぐ
い
引
き

こ
ま
れ
、一
気
に
見
終
え
た
。

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
に
乗
っ
て

い
た
ヒ
ロ
イ
ン
が
突
風
に
巻

き
込
ま
れ
、
不
時
着
し
た
の

は
北
朝
鮮
。
そ
こ
へ
や
っ
て

き
た
軍
人
に
銃
を
向
け
ら
れ

て
…
…
。
そ
ん
な
第
１
話
を

「
あ
り
え
な
い
」
と
斜
に
構

え
て
い
た
は
ず
な
の
に
。
ず

ぶ
ず
ぶ
と
ハ
マ
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

本
作
が
巧
み
な
の
は
、
韓

国
ド
ラ
マ
好
き
の
心
に
刺
さ

る
要
素
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
。
主
人
公
の
ユ
ン
・

セ
リ
と
リ
・
ジ
ョ
ン
ヒ
ョ
ク

は
、
韓
国
の
財
閥
令
嬢
と
北

朝
鮮
の
将
校
と
い
う
、
い
わ

ば
南
北
そ
れ
ぞ
れ
の
最
強
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
だ
。

配
さ
れ
た
の
は
、
「
私
の

名
前
は
キ
ム
・
サ
ム
ス
ン
」

「
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
・
ガ
ー
デ

ン
」
の
ヒ
ョ
ン
ビ
ン
と
「
よ

く
お
ご
っ
て
く
れ
る
綺
麗
な

お
姉
さ
ん
」
の
ソ
ン
・
イ
ェ

ジ
ン
と
い
う
韓
国
ラ
ブ
コ
メ

デ
ィ
界
の
エ
ー
ス
。

お
互
い
を
け
ん
制
し
合
う

「
最
悪
の
出
会
い
」
か
ら
始

ま
り
、
徐
々
に
惹
か
れ
あ
う

も
結
ば
れ
る
の
は
難
し
い
、

ま
る
で
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ

ッ
ト
。
切
な
い
運
命
の
物
語

は
、
韓
国
ド
ラ
マ
フ
ァ
ン
の

心
の
ツ
ボ
を
ぎ
ゅ
っ
ぎ
ゅ
っ

と
押
す
。
同
時
に
、
北
朝
鮮

内
部
で
の
対
立
や
韓
国
へ
の

脱
出
な
ど
、
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル

ド
な
韓
国
映
画
フ
ァ
ン
の
期

待
に
応
え
る
、
ス
リ
リ
ン
グ

な
サ
ス
ペ
ン
ス
シ
ー
ン
や
ア

ク
シ
ョ
ン
も
。
つ
ま
り
、
韓

国
エ
ン
タ
メ
の
王
道
ポ
イ
ン

ト
が
ち
り
ば
め
ら
れ
た
作
品

と
い
え
る
。

だ
が
実
は
、
「
愛
の
不
時

着
」
の
魅
力
の
神
髄
は
、
こ

う
し
た
王
道
を
し
っ
か
り
踏

襲
す
る
と
同
時
に
、
い
い
意

味
で
定
石
か
ら
外
れ
て
い
る

と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
カ
ギ
と
な

る
の
が
、
北
朝
鮮
と
い
う
設

定
の
利
だ
。
近
頃
の
恋
愛
ド

ラ
マ
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

ネ
ッ
ト
を
生
か
し
た
テ
ン
ポ

の
速
い
駆
け
引
き
が
主
流
だ

が
、
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
が
な
い
北

朝
鮮
で
主
人
公
た
ち
が
連
絡

を
取
り
合
う
の
は
昔
懐
か
し

い
固
定
電
話
だ
。

時
に
す
れ
違
い
も
あ
り
つ

つ
、
障
壁
を
超
え
な
が
ら
心

の
距
離
を
縮
め
て
い
く
恋
人

た
ち
の
様
子
は
、
向
き
合
っ

て
言
葉
を
交
わ
し
、
自
分
と

相
手
を
信
じ
る
こ
と
の
大
切

さ
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ

る
。北

朝
鮮
そ
の
も
の
の
描
き

方
も
興
味
深
く
新
鮮
だ
。
村

の
女
性
た
ち
が
テ
ー
ブ
ル
を

囲
み
、
井
戸
端
会
議
に
花
を

咲
か
せ
る
シ
ー
ン
や
、
活
気

に
満
ち
た
市
場
の
様
子
。
脱

北
者
も
協
力
し
た
シ
ナ
リ
オ

は
、
ハ
マ
グ
リ
の
ガ
ソ
リ
ン

焼
き
や
手
編
み
の
セ
ー
タ
ー

な
ど
、
市
井
の
暮
ら
し
を
つ

ま
び
ら
か
に
す
る
。

リ
・
ジ
ョ
ン
ヒ
ョ
ク
の
部

下
で
あ
る
韓
国
ド
ラ
マ
好
き

や
子
犬
系
イ
ケ
メ
ン
な
ど
、

北
朝
鮮
の
軍
人
�
怖
い
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
一
転
さ
せ
る

個
性
豊
か
な
４
人
の
兵
士
た

ち
も
微
笑
ま
し
い
（
彼
ら
の

フ
ァ
ン
に
な
る
人
も
多
く
、

私
も
そ
の
一
人
）。

本
作
の
ヒ
ッ
ト
は
、
「
星

か
ら
来
た
あ
な
た
」
「
青
い

海
の
伝
説
」
を
手
が
け
た
ヒ

ッ
ト
メ
ー
カ
ー
、
脚
本
家
パ

ク
・
ジ
ウ
ン
の
手
腕
は
も
ち

ろ
ん
、
世
界
市
場
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
し
た
Ｎ
ｅ
ｔ
ｆ
ｌ
ｉ

ｘ
と
い
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
力
も
大
き
い
だ
ろ
う
。

ネ
ッ
ト
配
信
で

広
が
る
テ
ー
マ

韓
国
地
上
波
向
け
に
制
作

さ
れ
た
既
存
の
ド
ラ
マ
よ
り

テ
ー
マ
の
幅
が
広
く
自
由

で
、
旬
な
ド
ラ
マ
を
ほ
ぼ
同

時
期
に
配
信
す
る
。
ネ
ッ
ト

配
信
の
ド
ラ
マ
は
、
い
わ
ば

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で
飛
べ
る
韓

国
。
よ
り
身
近
に
な
っ
た
韓

国
ド
ラ
マ
は
、
幅
広
い
フ
ァ

ン
を
獲
得
し
て
い
く
に
違
い

な
い
。

ち
な
み
に
、
こ
の
コ
ラ
ム

で
書
い
た
「
愛
の
不
時
着
」

の
ス
ト
ー
リ
ー
や
見
ど
こ
ろ

の
数
々
は
、
主
に
ド
ラ
マ
の

前
半
部
分
だ
け
の
も
の
。
中

盤
以
降
、
さ
ら
に
想
定
外
の

展
開
へ
。
見
る
と
語
り
た
く

な
る
け
ど
、
面
白
す
ぎ
て
語

り
つ
く
せ
な
い
の
が
、
「
愛

の
不
時
着
」の
魅
力
な
の
だ
。

大
阪
韓
国
文
化
院
（
北
区

中
崎
）
は
、
「
韓
国
戦
争
７０

年
」
を
迎
え
た
先
月
、
大
阪

市
立
大
学
の
伊
地
知
紀
子
教

授
を
招
い
て
の
特
別
オ
ン
ラ

イ
ン
講
演
会
「
東
ア
ジ
ア
の

困
難
を
抱
え
て
生
き
抜
く
済

州
島
民
と
解
放
、
４
・
３
、

６
・
２５
」
を
開
催
し
た
。

同
講
演
会
は
３
部
構
成
。

第
１
部
は
「
日
本
の
植
民
地

支
配
と
済
州
島
」
を
テ
ー
マ

に
、
日
本
の
植
民
地
期
に
済

州
島
か
ら
大
阪
に
渡
っ
て
来

た
人
た
ち
の
歴
史
と
そ
の
背

景
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

伊
地
知
教
授
は
、
大
阪
に

済
州
島
民
が
多
く
住
ん
で
い

る
こ
と
に
関
心
を
持
っ
た
こ

と
か
ら
、
実
際
に
済
州
島
の

杏
原
村
で
暮
ら
し
な
が
ら
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
て

き
た
。
ま
た
、
１
９
９
９
年

に
結
成
し
た
「
在
日
済
州
島

出
身
者
の
生
活
史
を
記
録
す

る
会
」
で
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
積
み
重
ね
て
き
た
。

伊
地
知
教
授
は
１
９
１
０

年
の
韓
国
併
合
直
後
か
ら
１８

年
に
か
け
て
、
朝
鮮
総
督
府

が
行
っ
た
土
地
調
査
事
業
に

言
及
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
多

く
の
人
た
ち
が
畑
や
田
を
失

い
、
生
活
の
糧
を
求
め
て
移

動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

代
に
入
ら
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
」
と
指
摘
し
た
。

日
本
で
は
１４
年
か
ら
起
き

た
第
一
次
世
界
大
戦
で
多
く

の
男
性
労
働
力
が
失
わ
れ
て

い
た
。
済
州
島
の
場
合
は
、

そ
の
後
、
阪
神
が
工
業
地
帯

に
な
っ
て
い
く
な
か
で
、
安

価
な
零
細
中
小
工
場
の
労
働

力
と
し
て
多
く
の
人
た
ち
が

日
本
に
や
っ
て
来
た
と
い

う
。
「
そ
の
流
れ
を
最
も
大

き
く
し
た
要
因
と
し
て
、
１

９
２
３
年
の
済
州
島
と
大
阪

の
直
行
航
路
の
開
設
が
あ
っ

た
」
と
説
明
し
た
。

当
時
、
済
州
島
の
人
た
ち

が
ど
う
い
う
仕
事
に
就
い
た

か
に
つ
い
て
調
査
し
た
地
理

学
者
、
桝
田
一
二
さ
ん
の
３４

年
の
統
計
に
よ
る
と
、
ゴ
ム

工
場
、
機
械
工
場
、
ガ
ラ
ス
、

ホ
ー
ロ
ー
と
い
う
い
ず
れ
も

零
細
町
工
場
で
あ
り
、
加
え

て
海
女
と
い
う
の
も
あ
る
と

説
明
。
さ
ら
に
伊
地
知
教
授

は
、
大
阪
で
話
を
聞
い
た
済

州
島
出
身
の
女
性
が
経
験
し

た
、
紡
績
工
場
で
の
過
酷
な

労
働
環
境
に
つ
い
て
語
っ

た
。ま

た
、
「
宮
廷
女
官
チ
ャ

ン
グ
ム
の
誓
い
」
の
最
終
話

の
ロ
ケ
地
で
あ
る
松
岳
山
陣

地
洞
窟
は
、
太
平
洋
戦
争
末

期
に
日
本
軍
の
人
間
魚
雷
を

格
納
す
る
洞
窟
跡
で
あ
り
、

周
辺
の
畑
に
は
日
本
軍
の
訓

練
機
「
赤
と
ん
ぼ
」
の
格
納

庫
が
今
も
３３
個
残
っ
て
い
る

と
説
明
し
た
。

オンラインで講演する伊地知教授

大
韓
体
育
会
は
６
月
２３

日
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
文
化
セ

ン
タ
ー
で
「
大
韓
体
育
会
創

立
１
０
０
周
年
記
念
オ
ブ
ジ

ェ
デ
ザ
イ
ン
公
募
展
授
賞

式
」
を
開
催
し
た
。

公
募
展
は
４
月
２７
日
か
ら

５
月
２７
日
ま
で
行
わ
れ
、
４８

作
品
を
対
象
に
�１
造
形
物
構

想
の
適
正
性
�２
芸
術
性
・
独

創
性
・
創
意
性
�３
周
辺
環
境

と
の
親
和
性
・
調
和
性
�３
現

実
実
現
の
可
能
性
な
ど
を
基

準
に
公
正
に
審
査
し
た
。

今
回
の
公
募
に
は
デ
ザ
イ

ン
関
係
の
多
様
な
人
材
（
大

学
生
、
一
般
会
社
員
、
ニ
ュ

ー
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
チ
ー

ム
、
作
家
、
教
授
な
ど
）
が

参
加
し
た
。

大
賞
に
は
金
ヨ
ン
チ
ョ
ル

さ
ん
の
「
月
桂
樹
１
０
０
」

�
写
真
�
が
選
ば
れ
た
。
同

作
品
は
優
勝
者
の
名
誉
と
栄

光
を
象
徴
す
る
月
桂
冠
を
表

現
し
な
が
ら
、
１
０
０
年
を

輝
か
せ
た
ア
ス
リ
ー
ト
の
名

前
を
ハ
ン
グ
ル
標
準
点
字
で

表
現
し
た
。

こ
の
他
、
ス
ポ
ー
ツ
の
平

等
さ
と
公
正
さ
、
不
動
の
真

理
、
調
和
と
協
力
を
球
と
１

０
０
個
の
パ
ネ
ル
で
表
現
し

た
最
優
秀
作
「
大
韓
百
柱
」

な
ど
７
作
品
が
入
賞
し
賞
金

が
授
与
さ
れ
た
。

大
韓
体
育
会
で
は
今
年
の

創
立
１
０
０
周
年
を
記
念
し

て
各
種
の
事
業
を
展
開
し
て

い
る
。

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
主
催
す

る
映
画
芸
術
科
学
ア
カ
デ
ミ

ー
（
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｓ
）
は
先
月

３０
日
（
現
地
時
間
）
、
２
０

２
０
年
の
新
会
員
招
待
者
リ

ス
ト
８
１
９
人
を
発
表

し
た
。

映
画
「
パ
ラ
サ
イ
ト

半
地
下
の
家
族
」
か

ら
は
、
俳
優
の
チ
ェ
・

ウ
シ
ク
、
チ
ョ
・
ヨ
ジ
ョ
ン
、

イ
・
ジ
ョ
ン
ウ
ン
、
パ
ク
・

ソ
ダ
ム
、
チ
ャ
ン
・
へ
ジ
ン

が
招
待
リ
ス
ト
に
入
っ
た
。

製
作
陣
は
、
ヤ
ン
・
ジ
ン

モ
編
集
監
督
、
チ
ョ
ン
・
ジ

ェ
イ
ル
音
楽
監
督
、
チ
ェ
・

セ
ヨ
ン
衣
装
監
督
、
イ
・
ハ

ジ
ュ
ン
美
術
監
督
、
チ
ェ
・

テ
ヨ
ン
音
響
監
督
、
グ
ァ
ク

・
シ
ン
エ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、

ハ
ン
・
ジ
ン
ウ
ォ
ン
作
家
が

名
を
連
ね
た
。

招
待
さ
れ
た
当
事
者
が
承

諾
す
れ
ば
今
年
か
ら
、
ア
カ

デ
ミ
ー
賞
の
投
票
権
を
持
つ

会
員
と
し
て
活
動
す
る
。

「
パ
ラ
サ
イ
ト
」
の
関
係

者
以
外
に
も
セ
ウ
ォ
ル
号
を

素
材
に
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
「
不
在
の
記
憶
」
の
イ

・
ス
ン
ジ
ュ
ン
監
督
、
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
」
「
モ

ア
ナ
と
伝
説
の
海
」
に
参
加

し
た
イ
・
ヒ
ョ
ン
ミ
ン
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
も
含
ま
れ
た
。

全
世
界
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞

会
員
は
８
０
０
０
人
と
さ

れ
、
韓
国
映
画
関
係

者
は
奉
俊
昊
（
ポ
ン

・
ジ
ュ
ノ
）監
督
、林

權
澤（
イ
ム
・
グ
ォ
ン

テ
ク
）
監
督
、
朴
贊

郁（
パ
ク
・
チ
ャ
ヌ
ク
）監
督
、

俳
優
の
宋
康
昊（
ソ
ン
・
ガ
ン

ホ
）、李
炳
憲
（
イ
・
ビ
ョ
ン

ホ
ン
）、
女
優
の
金
敏
姫（
キ

ム
・
ミ
ニ
）
な
ど
４０
人
。

文
化
財
庁
は
２
日
、
高
麗

時
代
の
螺
鈿
漆
器
「
高
麗
螺

鈿
菊
唐
草
文
盒
（
箱
）
」
�

写
真
（
韓
国
文
化
財
庁
）
�

を
昨
年
１２
月
、
日
本
か
ら
入

手
し
た
と
発
表
、
こ
の
日
ソ

ウ
ル
の
古
宮
博
物
館
で
メ
デ

ィ
ア
に
公
開
さ
れ
た
。

世
界
に
３
点
し
か
な
い
高

麗
時
代
の
母
子
盒
（
大
き
な

盒
の
中
に
小
さ
な
盒
が
入
っ

た
ふ
た
付
き
の
入
れ
物
）
の

一
つ
で
、幅
は
約
１０
セ
ン
チ
、

重
さ
５０
グ
ラ
ム
と
小
ぶ
り
な

螺
鈿
盒
で
、
母
子
盒
と
呼
ば

れ
る
大
き
な
入
れ
物
の
中
に

収
め
ら
れ
て
い
た
小
さ
な
５

つ
の
「
子
盒
」
の
う
ち
、
中

央
の
子
盒
を
取
り
囲
む
４
つ

の
子
盒
の
一
つ
で
、
完
全
な

形
を
維
持
し
て
い
る
。

こ
の
螺
鈿
盒
は
日
本
の
個

人
コ
レ
ク
タ
ー
か
ら
購
入
し

た
も
の
で
、
国
外
所
在
文
化

財
財
団
が
昨
年
２
月
か
ら
説

得
を
続
け
、
１２
月
に
買
い
取

っ
た
と
い
う
。

高
麗
螺
鈿
漆
器
は
青
磁
、

仏
画
と
と
も
に
高
麗
の
美
を

代
表
す
る
最
高
の
工
芸
品
と

さ
れ
る
。
現
存
す
る
の
は
２０

点
程
度
で
、
そ
の
多
く
を
米

国
と
日
本
の
主
要
博
物
館
が

所
蔵
し
て
い
る
。
韓
国
に
は

国
立
中
央
博
物
館
に
２
点
あ

る
だ
け
だ
っ
た
。

今
回
韓
国
に
戻
っ
た
も
の

と
文
様
が
同
じ
螺
鈿
盒
は
、

米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
美
術
館
と
日
本
、

京
都
に
あ
る
寺
院
が
そ
れ
ぞ

れ
１
点
所
蔵
し
て
い
る
。

こ
の
螺
鈿
盒
は
国
立
中
央

博
物
館
で
今
年
１２
月
２２
日
か

ら
来
年
３
月
７
日
ま
で
開
催

の
特
別
展
「
古
代
の
輝
き
、

漆
塗
り
」
で
公
開
予
定
。

映
画
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル

小
中
学
生
対
象
に

全
国
の
小
学
生
、
中
学
生

を
対
象
に
し
た
、
キ
ネ
マ
旬

報
社
主
催
「
映
画
感
想
文
コ

ン
ク
ー
ル
２
０
２
０
夏
」
が

今
年
も
開
催
さ
れ
る
。

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
映
画

を
通
じ
て
自
ら
感
じ
た
こ
と

を
自
分
の
言
葉
で
表
現
す
る

こ
と
で
、
文
章
力
や
表
現
力

を
養
う
糧
と
し
て
ほ
し
い
と

の
願
い
が
込
め
ら
れ
２
０
１

３
年
に
始
ま
っ
た
。

◆済州海女文化大阪特別展
２２日まで。１０～１８時。大

阪韓国文化院ミリネギャラ
リー（北区中崎）。日曜休
館。無料。

２０１６年に「ユネスコ無形
文化遺産」に登録された済
州島の海女（ヘニョ）の写
真や映像、実際に使った道
具などを展示している。ギ
ャラリーの展示以外に、展
示場の様子を撮影した「オ
ンライン展示」や、済州海
女文化の専門家による「オ
ンライン講演会」も同院の
ＹｏｕＴｕｂｅチャンネル

で公開している。
問い合わせは同院（０６・６

２９２・８７６０）。
◆君への手紙

１５～２０日。１２～１８時３０分
（最終日は１６時まで）。ギ
ャラリー菊（大阪・北区西
天満）。

韓国の漫画家８人が参加
する漫画の展示会。日本に
まだ知られていない斬新で
バラエティー豊かな韓国漫
画を紹介し、漫画手紙とい
う形で観覧者に話しかける
という企画。観覧者にプレ
ゼントするイベントも用意
している。

問い合わせは同ギャラリ
ー（０６・６３１４・０９０７）。

〈
参
加
対
象
〉
小
学
生
、

中
学
生
。

〈
応
募
受
付
期
間
〉
９
月

１５
日
必
着
。

〈
提
出
先
〉
〒
１
０
４
―

０
０
６
１

東
京
都
中
央
区

銀
座
５
―
１４
―
８

銀
座
ワ

カ
ホ
ビ
ル
５
階

�株
キ
ネ
マ

旬
報
社
「
映
画
感
想
文
コ
ン

ク
ー
ル
」
事
務
局

〈
各
賞
〉
グ
ラ
ン
プ
リ
各

部
門
１
人
（
計
４
人
）
〈
特

別
賞
〉
ダ
ン
ボ
賞
、
ゲ
オ
賞

な
ど
。
〈
団
体
賞
〉
最
優
秀

賞
１
校
、
優
秀
賞
複
数
校
、

参
加
賞
１０
人
以
上
で
応
募
の

団
体
。

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
者
は

「
キ
ネ
マ
旬
報
社
ベ
ス
ト
・

テ
ン
表
彰
式
」
内
で
表
彰
。

詳
細
は
公
式
サ
イ
ト
（htt

p
:

//w
w

w
.kinejun.c

om
/eigakansoubun

/
2020/

）
、「
映
画
感
想
コ
ン

ク
ー
ル
２
０
２
０
」で
検
索
。

韓国エンタメの王道踏まえて

定石を外した新鮮さ

米
ア
カ
デ
ミ
�
賞
会
員
に

�
パ
ラ
サ
イ
ト
�関
係
者
ら
招
待

世
界
に
３
点
だ
け
現
存

高
麗
時
代
の
螺
鈿
漆
器

日
本
か
ら
里
帰
り

文化財庁
年末公開

済
州
島
か
ら
阪
神
へ
の

住
民
移
動
の
背
景
説
明

伊
地
知
教
授
が
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
大阪韓国文化院

大韓体育会１００周年記念オブジェ 大
賞
に
金
ヨ
ン
チ
�
ル
氏�
月
桂
樹
１
０
０
�

ドラマ「愛の不時着」 魅力の神髄は…

（４）

桑畑優香（ライター・翻訳家）�寄稿

２０２０年７月８日（水曜日）

Netflixオリジナルシリーズ『愛の不時着』独占配信中

民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２９６１号


